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は じ め に 
 
 
今年も自然災害が全国各地で発生しました。４月の熊本地震に始まり、８月

には相次ぐ台風の上陸により北海道や東北地方に甚大な被害をもたらしました。

さらに阿蘇山の噴火、鳥取県中部地震の発生と、毎年のように繰り返される自

然災害は異常気象が定着し、危険が日常的になってきていることを再認識させ

られると同時に、我が国の脆弱な国土における防災・危機管理体制の強化と社

会資本整備の重要性が更に高まっています。 

もとより建設業は、国民の生活と経済活動の基盤であるインフラの整備、維

持管理等の担い手であるとともに、災害発生時における緊急対応・復旧復興活

動等により、地域の安全・安心を守る重要な使命を担っている産業です。 

しかしながら、長年に亘る建設投資の大幅な減少と受注競争の激化等により、

建設業の経営を取り巻く環境は厳しく、離職者の増加、若手入職者減少といっ

た構造的な問題が生じてきたところであり、また、近年は、大都市と地方との

事業量の地域間格差や企業間格差が拡大しています。 

地域建設業が将来に亘って地域の安全・安心を守るという社会的使命を果た

していくためには、企業経営の安定化を図り、災害や除雪等への対応に必要な

人員・機材を維持し、常に稼動体制を整えておくことが必要です。そのために

も、各地域で必要となる事業量の確保について、官民一体となって取り組むこ

とが喫緊の課題となっています。 

本会では、公共事業の必要性、計画的な社会基盤整備はもとより、地域の基

幹産業として雇用の維持並びに災害復旧活動等に貢献している建設産業の正し

い姿について、国民・社会から正しい理解が得られるよう、毎年 7 月を「建設

業社会貢献活動推進月間」と定め、国民・社会に広くアピールするとともに、

公共事業への理解を深めるため、戦略的広報活動の推進にも力を入れた事業活

動を継続しております。 

本事例集は、本会が平成 28 年に実施した「建設業社会貢献活動推進月間中央

行事」において顕彰した、各建設業協会・支部並びに会員企業が行った優れた

社会貢献活動を、事例集として取りまとめたものであります。 

本事例集が地域建設業界の取り組んでいる社会的責任(CSR)と、国民生活の安

全・安心の確保のため、災害発生時には危険を省みず、日夜奮励している地域

建設業界の真摯な社会貢献活動をご理解いただくとともに、欧米諸国に比べて

脆弱な我が国の社会基盤の持続的・安定的な整備の必要性を認識いただく一助

となれば幸甚であります。 
 

平成 28 年 12 月 

一般社団法人 全国建設業協会 
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１．建設業の社会貢献活動について 

｢企業の社会的責任｣（CSR）は、企業活動のプロセスに経済性や法令遵守にとどま

らず、環境への配慮や社会的倫理性などを組み込み、様々なステークホルダー（利害

関係者）に対する説明責任を果たすことにより、社会から信頼を受け、事業を継続的

に発展させる活動ですが、近年、この CSR が企業評価の重要な要素となっています。 

建設産業は、社会資本の整備を通じ、「国土の保全」、「地域の安全・防災」、「利便

性の高い暮らし」等を実現し、社会に貢献してきました。本会傘下の各建設業協会並

びに会員企業は、地域の基幹産業である建設業の社会的責任と使命を強く認識し、地

域経済の活性化、雇用の確保に貢献するのみならず、国・地方自治体との災害協定に

基づき、災害発生時には、住民の安全・安心を確保するため、不眠不休で応急復旧活

動に取り組んでいます。 

しかしながら、このような地域建設業の取り組みは、マスコミ等において正しく報

道される機会が少なく、建設業界も積極的な PR 活動を行ってこなかったため、国民・

社会にあまり知られていない状況にあります。 

このため、本会では、平成 18 年度より毎年 7月を「建設業社会貢献活動推進月間」

と定め、各都道府県建設業協会と緊密な連携を図りつつ、建設業界として様々な社会

貢献活動に取り組んでいます。 

本事例集の 5 頁以降には、平成 28 年に各都道府県建設業協会・支部、地区協会が

実施した様々な社会貢献活動事例を記載していますので、ご参照ください。 
 

    
    平成 28 年度中央行事の会場風景                  事例発表の様子 
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２．「建設業社会貢献活動推進月間」について 

（１）社会貢献活動優秀事例の顕彰と事例集について 

本会では、7 月の「建設業社会貢献活動推進月間」の活動の一環として、各地域で

実践された様々な社会貢献活動について各都道府県建設業協会を通じて広く収集し、

優れた活動事例については、全建表彰規程に基づき厳正な審査・選考を経て、中央行

事において功労者表彰として顕彰を行っております。 

本年度は、都道府県建設業協会・支部等を対象とした第 3 条関係で 17 事例、会員

企業を対象とした第 4条関係で 16 事例の計 33 事例が選ばれ、近藤会長より表彰状と

記念品の額が贈呈されました。 

本事例集は、本年度の中央行事において事例発表を行った湘南建設業協会の「箱根

大涌谷の火山活動に備えた『箱根見守り隊』の活動について」、茨城県建設業協会太

田支部の「茨城県建設業協会太田支部ボランティア活動報告－命を救う縁石設置工事

編－について」、さらに隂山建設株式会社の「茨城県常総市役所庁舎ボランティア活

動について」の 3事例を始め、受賞された全事例を第 3条、第 4条別に整理し、災害

復旧・防災支援活動、環境美化・保全活動、社会福祉活動、建設業ふれあい活動等に

分類し、紹介するものです。 

 
（２）中央行事の開催について 

本会では、地域の基幹産業として、地域経済・雇用等の維持並びに災害復旧活動等

に貢献している建設産業の正しい姿について、国民・社会からの理解・認識を醸成す

るため、毎年 7月を「建設業社会貢献活動推進月間」と定めるとともに、月間期間中

に、各都道府県建設業協会並びに会員企業と連携し、地域建設業界の実践している幅

広い社会貢献活動を国民・社会に広くアピールするため、毎年、中央行事を開催して

おります。本年度は 7月 21 日、東京・経団連会館において、第 11 回目となる中央行

事を開催いたしました。 

中央行事では、近藤会長は、4 月 14 日に発生した熊本地震にふれ、「長期にわたる

大規模な余震が続く中、先月 20 日からは九州・中国・四国地方の広い範囲で大雨が

降り、熊本県では土砂崩れに巻き込まれて亡くなられる方が出るなど、我々建設業に

課せられた『地域の安全・安心を守る』という社会的使命の重さを改めて痛感してい

る」とし、「災害対応を含め様々な形で社会貢献活動をし、国民・社会にきちんと理

解してもらえるようにしていきたい」と挨拶しました。 

また、来賓である国土交通省の谷脇土地・建設産業局長は、「地域に根差した活動

は非常に重要であり、災害時の対応はもとより、地域経済、さらに暮らしを支えてい

る。その中で大きな課題は、人材確保・育成があり、10 年後、20 年後は非常に人材

が不足すると言われている。地域一帯、業界一丸となって人材確保に取組み、人を呼
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び込む活動も地域での社会貢献活動といえる。行政も一緒になってやっていきたい」

と述べられました。 

続いて、本年度の優れた社会貢献活動功労者の表彰式が行われ、当日出席した建設

業協会・支部、会員企業の受賞者に、近藤会長より表彰状と記念品が伝達されました。 

また、受賞者の中から、優れた事例として、①湘南建設業協会、②茨城県建設業協

会太田支部、③隂山建設株式会社の 3事例について事例発表が行われましたが、参加

者からは、建設業ならではの優れた社会貢献活動に、大きな関心と惜しみない賛辞が

おくられました。 

さらに、本年度は記念講演として、『体幹力は人間力を上げる』と題し、KOBA 式体

幹バランストレ－ニング協会代表 木場克己氏より、建設現場の事故防止と体力増進

について、「けんせつ体幹体操」の DVD を見ながらの講演が行われました。また、懇

親会では受賞者を囲み、本会正副会長並びに各都道府県建設業協会会長と国土交通省

幹部、関係団体幹部等が終始和やかに歓談し、午後 7時過ぎ、盛会のうちに散会しま

した。 

 
本会が実施した本年度の中央行事の内容は、下記のとおりです。 

行事名 平成 28 年度建設業社会貢献活動推進月間中央行事 

日  時 平成 28 年 7 月 21 日（木）14:00～19:00 

場  所 経団連会館４階ダイヤモンドルーム 

内  容 (1) 開 会 

・会長挨拶    (一社)全国建設業協会会長  近藤 晴貞 

・来賓ご挨拶  国土交通省土地・建設産業局長  谷脇 暁 氏 

(2) 建設業社会貢献活動功労者表彰式 

①規定第３条関係（協会・支部等）功労者表彰（17 協会・支部） 

②規定第４条関係（会員企業）功労者表彰（16 社） 

(3) 建設業社会貢献活動事例発表 

①「箱根大涌谷の火山活動に備えた『箱根見守り隊』の活動について」 

＝(一社)湘南建設業協会 

②「茨城県建設業協会太田支部ボランティア活動報告－命を救う縁石設置工事編－

について」＝(一社)茨城県建設業協会太田支部、 

③「茨城県常総市役所庁舎ボランティア活動について」＝隂山建設株式会社 

(4) 記念講演会 

『体幹力は人間力を上げる』 

     講師：木場克己氏（KOBA 式体幹バランストレ－ニング協会代表） 

(5) 懇親会 

参加者 約 150 名（国土交通省、都道府県建設業協会役員、建設関係団体及び一般関係者） 
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（３）功労者表彰 

「建設業社会貢献活動推進月間」において、次に掲げる協会・支部等（17 団体）及

び会員企業（16 社）が、建設業社会貢献活動功労者として表彰されました。 
 

○功労者表彰受賞者 ― 協会・支部等（規程第 3条関係）― 

表彰分類 受賞者（協会・支部等） 都道府県

災害復旧支援活動 (一社)湘南建設業協会 神奈川県 

(一社)滋賀県建設業協会伊香支部 滋賀県 

環境美化活動 福島県建設業協会郡山支部 福島県 

(一社)峡北地区建設業協会 山梨県 

山口県建設業協会岩国支部 山口県 

(一社)徳島県建設業協会 徳島県 

社会福祉活動 岩手県建設業協会 女性マネジングスタッフ協議会 宮

古支部 
岩手県 

建設業ふれあい活動 (一社)山梨県建設業協会 山梨県 

(一社)新潟県建設業協会六日町支部 新潟県 

長野県建設業協会上小支部 長野県 

長野県建設業協会飯田支部 長野県 

(一社)佐賀県建設業協会青年部 佐賀県 

熊本県建設業協会芦北支部 熊本県 

啓蒙活動 (一社)塩山建設業協会 山梨県 

(一社)市川建設業協会 下部地区建設安全協議会 山梨県 

富山県建設業協会入善支部 富山県 

その他 (一社)茨城県建設業協会太田支部 茨城県 

 
○功労者表彰受賞者 ― 会員企業（規程第 4条関係）― 

表彰分類 受賞者（会員企業） 都道府県

災害復旧支援活動 隂山建設(株) 福島県 

環境美化活動 (株)日栄建設 北海道 

(株)藤本建設 青森県 

篠村建設(株) 岩手県 

(株)山口工務店 山形県 

中部土木(株) 愛知県 

得能建設工業(株) 富山県 

梅高建設(株) 大分県 

環境保全活動 (株)北都組 石川県 

社会福祉活動 (株)岸本組 北海道 

建設業ふれあい活動 (株)北土開発 北海道 

高尾建設(株) 富山県 

檜尾建設(株) 奈良県 

啓蒙活動 矢作建設工業(株) 愛知県 

安達建設(株) 富山県 

(株)奥野組 岡山県 
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３．社会貢献活動の事例  ― 功労者表彰受賞者の活動事例から抜粋 ― 

３．１  代表的な活動事例 

ここでは、平成 28 年度に顕彰した活動事例のうち、代表的なものとして「建設業

社会貢献活動推進月間中央行事」で事例発表された次の 3事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部・企業名等 活動内容 

A1-01 神奈川県 (一社)湘南建設業協会 火山活動に備えた「箱根見守り隊」の活動 

A6-01 茨城県 (一社)茨城県建設業協会

太田支部 

道路の縁石設置ボランティア活動 

B1-01 福島県 隂山建設(株) 除染技術を活かした浸水被害の復旧支援活動 

 
（１）火山活動に備えた「箱根見守り隊」の活動（(一社)湘南建設業協会） 

事例 A1-01：神奈川県 

火山活動に備えた「箱根見守り隊」の活動（(一社)湘南建設業協会） 

湘南建設業協会は、神奈川県西部の小田原市、箱根町、湯河原町、真鶴町の建設

企業が集まる団体で、海あり山ありの変化に富んだ地形の中で、道路や河川・海岸

など地域の安全確保に取り組んでいる。 

特に箱根地区は、年間 2,000 万人の観

光客が訪れる全国でも有数の観光地で、

なかでも大涌谷は、手軽に火山活動が見

られることから、内外の観光客に人気が

高いスポットとなっている。 

平成 27 年 4 月、この大涌谷で突然火山

活動が活発化し、5 月 6 日には噴火警戒

レベルが 2（火口周辺規制）に引き上げ

られた。その結果、規制エリア内に避難

指示が出され、大涌谷に至る県道は、約

1.2km の区間で通行止めとなった。 

■「箱根見守り隊」の結成 

同協会会員は、県からの要請を受け、

県道の通行止め作業に出動した。半年前

には御岳山が噴火していたこともあり、

全員緊張したなかでの作業となった。 

火山活動はその後も続いたため、6月 3

日、小田原土木センターとの災害協定に

基づき「箱根見守り隊」を結成し、道路

管理者、交通管理者との間で緊急時の体

制や降灰時の対応などを協議した。 

 
箱根大涌谷 

 
「箱根見守り隊」結成式 
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■噴火警戒と「箱根見守り隊」の活動準備 

6月 30日には火山性地震の急増ととも

に、新たな噴気孔や周辺の降下物が確認

されたため、噴火警戒レベルが 3（入山

規制）に引き上げられ、通行止めの区間

も約 5㎞に拡大された。 

「箱根見守り隊」は、7月 13 日、宮崎

県や鹿児島市の写真や資料をもとに、関

係者を交えて降灰対策についての勉強会

を開催した。また、8月 28 日には、箱根

山と周辺地区の会員が相互にバックアッ

プするための情報伝達訓練を行うとともに、神奈川県建設業協会からドローンを借

りて、その効果なども確認した。 

■降灰除去訓練 

火山災害において、早急に道路網を確保する上で、降灰除去が最優先の課題であ

るとの考えのもと、10 月 2 日、降灰除去訓練を実施した。 

訓練に先立ち、箱根で予想される降灰の再現を試みた。神奈川県温泉地学研究所

の指導により、鹿児島県桜島から調達した降灰を参考に、箱根周辺の細砂をブレン

ドして、訓練用の降灰を作成した。 

 

    
          鹿児島県桜島の降灰                   箱根周辺の細砂による降灰作成 
降灰除去には、箱根の建設企業特有の

除雪ノウハウを活用することにした。 

箱根は雪に縁のない小田原から、一気

に標高 900m の山に上ることになるため、

殆どの車が雪の準備をしていない。その

ため、県からも雪を極限まで削りとる除

雪を指導され、企業もその技術を磨いて

いる。また、箱根山には凍雪害の復旧基

地が効率よく 3 箇所配置されており、迅

速な対応が可能となっている。 

 
火口からの水蒸気噴出 

 
箱根地区の除雪作業 
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訓練会場では、降灰の状況を幾つか想定し、乾燥したレーンを 2 本、湿潤状態の

レーンを 2 本、計 4 レーンを作成した。その他Ａｓフィニッシャーにより、5 ㎝か

ら 20 ㎝程度の降灰状況を再現して、機械の施工能力を確認することにした。 

 

    
            降灰状況の再現                          降灰除去訓練レーン 
訓練当日は、協会会員 48 社と国土交通

省、神奈川県などの関係者が集まり、作

業を見守った。訓練の結果、湿潤レーン

では機械の施工能力が多少落ちたが、普

段雪害対策で使用しているペイローダや

除雪ドーザ等で問題なく降灰が除去でき

ることが実証された。なお、少しでも砂

（降灰）が残ると、スリップ事故が起こ

りすいので、最後に道路清掃車による仕

上げが必要であると考えられる。 

■火山活動の鎮静化 

幸いにも降灰を伴う噴火がないまま、

11 月 20 日には、噴火警戒レベルは 1（い

わゆる平常レベル）に戻ったが、依然と

して大涌谷周辺への立入は規制されたま

まになっていた。 

平成 28 年 7 月 26 日、ようやく日中だ

け交通規制が解除されて、ロープウェイ

も運行再開し、大涌谷は以前の賑わいを

取り戻しつつある。 

箱根はこれから晩秋にかけてが最も美

しい季節となり、さらに多くの観光客が予想される。 

「箱根見守り隊」としては、今後も引き続き現場のパトロールなどを継続させ、

地域の安全をしっかり見守っていきたいと考えており、箱根が安心して楽しめる観

光地として再び注目されることを願っている。 

 
訓練結果の検証 

 
観光客の戻った大涌谷 
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（２）道路の縁石設置ボランティア活動（(一社)茨城県建設業協会太田支部） 

事例 A6-01：茨城県 

道路の縁石設置ボランティア活動（(一社)茨城県建設業協会太田支部） 

茨城県北部に位置する常陸太田市は、平成の大合併で隣接する金砂郷町、里美村、

水府村を吸収し、県の自治体では最大の面積となっている。しかし、合併当初 6 万

人であった人口は現在 5 万 1,000 人まで減少し、少子高齢化も進み、行政も子育て

世代の定住を図るため様々な助成を行っている状況である。 

市内には様々な観光ポットが点在している。中でも「西山荘」は、水戸藩第二代

藩主徳川光圀公の隠居後の邸宅で、「大日本史」の編纂が始められた場所として国の

史跡及び名勝に指定されている。また、高さ 100 メートルの大吊橋からのバンジー

ジャンプが人気の竜神峡は、グーグルのＣＭで一気に全国区となった。 

 

    
        西山荘（徳川光圀公隠居邸宅）               龍神大吊橋バンジージャンプ 
■地域でのボランティア活動 

茨城県建設業協会常陸太田支部は、このような自然に恵まれた穏やかな地域で、

毎年様々なボランティア活動に取り組んでいる。 

道の日（8月 10 日）の道路清掃及びカーブミラー清掃、初夏と秋の除草活動は、

関係機関と連携した恒例行事として定着している。また、常陸太田市建設業防災連

絡協議会と共催で行う献血は、年々参加者が増え、平成 27 年度は 100 名を超える規

模となった。 

 

    
                 除草活動                                  献血活動 
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■公園通りの事故防止提案 

日頃から地域に役立つ企業集団を目指

している同支部で、ある時、山吹運動公

園前で交通事故が多いことが話題となっ

た。山吹運動公園は、市民スポーツの拠

点で、週末になると体育館や野球場では

試合やイベントが行われている。常陸太

田市赤土町のブランド蕎麦「常陸秋そば」

を堪能できる「常陸秋そばフェスティバ

ル」もここで開催され、年々その規模が

拡大している。 

しかし、この公園の前の通りは街路灯も少なく、源氏川の川岸に沿って街路樹が

植えられているだけで、夜間、ハンドル操作を誤った車が街路樹に衝突する事故が

何度も起きていた。中でも心が痛むのは、子どもが犠牲となる事故である。駐車場

に停めきれない、あるいは軽い気持ちから街路樹の間に路上駐車する。その車の陰

から公園に向かって駆け出した子供が事故に遭ってしまう。最初の 1台が停めると、

あとはそれに続いてしまい、臨時駐車場のようになることも度々で、多くの市民が

「何とかならないものか」と思っていた。 

 

    
           着工前の横断歩道                         路上駐車の注意看板 

その矢先、市長から同支部支部長に改善策はないかと相談があった。「何とかする

のは俺らしかあんめぇ」という支部長の一言で、建設企業集団としての本領を発揮

することになり、直ちに行動を開始した。駐車を防止するための様々な方法につい

て検討した結果、縁石を設置すれば良いとの結論に至った。 

早速、市の市民協働課に提案したところ、設置場所は県の所有地だと判明した。

市から県への申請となると、本来は煩雑な手続きが必要となり、時間がかかるもの

だが、今回は申請に先立ち事前に支部長が県に説明していたため、あっという間に

使用許可が下りた。 

また、この計画を耳にした日東レンタル(株)、(株)レック関東、芙蓉レンタル(株)

の 3 社から使用重機の提供を、(一財)建設業振興基金から資材購入資金の助成を申

し出て頂いたことで、会員各社の負担は軽減された。 

 
常陸秋そばフェスティバル 
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■縁石の設置 

縁石施工は、同支部会員 21 社が 2区画

ずつ担当し、平成 27 年 11 月 12 日から

12 月 18 日までの予備日を含む 11 日間

で、436 メートルの街路樹の間に 218 本

の縁石を設置した。各社とも段取り良く

施工した結果、無事工期内に完了するこ

とができた。床掘、砕石敷均し、設置の

簡単な手順であるが、会社によって段取

り等が少しずつ異なっており、互いに勉

強する良い機会にもなった。 

ただ縁石を設置しただけだが、その後路上駐車も街路樹への衝突も無くなり、そ

の効果を喜んだ市長より感謝の言葉を頂いた。 

 

    
               縁石設置工事                             縁石設置完了 

■花壇の整備 

設置した縁石の奥では、もともと市民

団体が水仙の花を植えて管理していた。

路上駐車がなくなったことを機会に、縁

石に沿ってさらに水仙を増やしたいとの

要望を受け、今年度は畑土を入れて花壇

として整備した。縁石奥の川岸には今後

5 か年で、さらに土を入れて花壇を充実

させる計画である。 

公園内には、一昨年に完成した水遊び

のできる噴水広場があり、夏になると、

水飛沫を上げて遊ぶ子どもたちの歓声が一日中響きわたっている。今回の縁石設置

は、公園を訪れる親子連れからも大いに歓迎されている。 

同支部では、「お役に立ちたい」という思いが形になっていくこうした活動を、今

後も継続していきたいと考えている。 

 
縁石設置作業 

 
畑土入れ作業 
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（３）除染技術を活かした浸水被害の復旧支援活動（隂山建設(株)） 

事例 B1-01：福島県 

除染技術を活かした浸水被害の復旧支援活動（隂山建設(株)） 

平成 27 年 9 月 10 日、関東・東北豪雨によって鬼怒川の堤防が決壊し、茨城県常

総市では床上・床下浸水約 11,000 棟など、大きな被害が発生した。 

福島県内で東日本大震災や原発事故の復旧工事に従事していた隂山建設(株)は、

日ごろの復興支援に対する恩返しとして、浸水被害を受けた常総市役所において、

自社開発した除染技術を活かした復旧支援活動を行った。 

■除染技術の開発 

東日本大震災に加えて原発事故による放射能汚染という問題を抱えた福島県は、

効果的・効率的な除染方法を普及させ、県内各地の除染活動を推進するために、平

成 23 年 11 月、除染技術の公募を実施した（第 1回福島県除染技術実証事業）。当時

の県内の建設業界は復旧工事に追われる日々であり、除染に向き合う余裕がない企

業が多かった中、同社は除染にも力を注ぐことを決断し、効果的な除染技術を開発

して事業に応募することにした。 

従来の高圧洗浄

機による洗浄は、

汚染水を飛散させ

る「移染」であり、

洗浄と同時に汚染

水を回収すること

が本来の「除染」

であると考えた同

社は、空港などの

カーペット洗浄で利用されている高圧洗浄と同時に洗浄水を回収するシステム（高

圧高温吸引型洗浄機）を転用した「吸引除染システム」を開発した。 
 

    
吸引除染システム 

事業応募 177 件に対して選定は 20 件という狭き門であったが、同社の技術提案は

「特殊除染機械を使用した除染技術（吸引除染）」「情報通信技術施工による汚染土

除去技術」の 2件が選定され、福島県内の多くの地域で採用されることとなった。

    
     高圧洗浄機                従来の除染方式 
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■常総市役所の洗浄活動 

9 月 12 日、浸水被害を受けた常総市役所の洗浄作業に向けて、現地の状況と「吸

引除染システム」の適応性を確認するため、現地調査を行った。 

常総市役所では、絶え間なく訪れる市

民の被災証明発行手続き等で忙しく、洗

浄作業は大幅に遅れており、駐車場や庁

舎のエントランスは砂等で覆われたまま

の状態であった。 

現地調査の 3 日後には、同社社員が協

力企業と共に現地入りして、「吸引除染シ

ステム」による洗浄作業を開始した。一

般市民が出入りする中での作業であった

が、通行者に水を飛散させることなく洗

浄することができた。2 日間の洗浄作業で、庁舎エントランスの汚れはなくなり、

見えにくくなっていた駐車場のラインもはっきりと見えるようになった。 
 

    
          庁舎エントランスの洗浄                       駐車場の洗浄完了 

福島県の企業による洗浄ボランティア作業が行われていると聞いて、自ら視察に

訪れた常総市長からは、「福島からの応援、本当にありがとうございます」と御礼の

言葉をいただいた。 

■その他のボランティア活動 

＜高齢者サポート拠点への門松寄贈＞ 

同社は、東日本大震災の翌年から毎年、

福島県内にあるすべての応急仮設住宅地

域高齢者等サポート拠点（24 か所）に、

県内で製作された門松を寄贈している。

現在でも仮設住宅での生活を余儀なくさ

れている高齢者の方々に、少しでも明る

い新年を迎えてほしいとの想いを伝える

ため、門松の運搬から設置まで、すべて

同社役員と協力企業で行っている。 

 
汚れでラインが見えにくい駐車場 

 
門松寄贈 
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＜あの日を忘れないコイン運動＞ 

震災を風化させずに復興に取り組むため、「平成 23 年」

「平成 3年」「平成 11 年」（23.3.11）のコインを中心とし

た募金活動を行っている。集まった募金（年間約 50 万円）

は、「東日本大震災ふくしまこども寄付金」（平成 25 年度）、

「豪雨による土砂災害で被害を受けた広島県への義援金」

（平成 26 年度）、「熊本地震義援金」（平成 28 年度）など、

全国の災害関連の義援金、支援金として寄付している。 

＜愛の献血運動＞ 

昭和 59 年より毎年 8 月に「愛の献血運動」を開催して

いる。現在では、毎回約 1,500 人が参加する国内最大級の献血活動となっており、

累計受付人数は 34,120 名に上る。当日は、福島県内の献血バス 8台すべてが同社の

駐車場に集まり、特設会場では、冷やし蕎麦やかき氷等の無料提供や、くじ引きに

よるお土産抽選会も行っている。夏場に開催するため、歩行スペースにミスト装置

を設置するなど熱中症対策にも配慮している。 

 

    
               献血会場受付                                 献血 

＜隂山建設 3.11 災害プロジェクト＞ 

東日本大震災での経験を生かし、民間

企業 66 社と災害協定を締結して、今後起

こり得る災害に備えた緊急物資等を共有

備蓄している。備蓄場所や内容について

は、備蓄地図を作成して関係機関と情報

共有している。現在、プロジェクトの一

環として、「隂山建設 3.11 災害プロジェ

クト専用自動販売機」が県内に 8 台設置

されている。 

同社は、今後、県外企業（団体・組合）との災害協定締結を積極的に進めること

で、県を超えての協力体制を築くとともに、人材・資材・機械の状況を迅速に把握

できる「企業間災害協定」へと展開していくことを目標としている。 

 
コイン運動募金缶 

 
災害プロジェクト専用自動販売機 
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３．２  協会・支部等の活動事例 

各地の建設業協会や支部・部会は、自然災害の応急復旧活動を始め、河川・道路清

掃や植樹などの環境美化、社会福祉活動、各種催し等による住民とのふれあいなど、

さまざまな社会貢献活動に取り組んでいます。 

平成 28 年度に顕彰した協会・支部等のこうした活動事例の中から、３．１で紹介

した代表事例のほか、ここでは次の 15 事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A1-02 滋賀県 (一社)滋賀県建設業協会

伊香支部 

台風 11 号災害における応急復旧活動 

A2-01 福島県 福島県建設業協会郡山支

部 
国道 4号バイパスの清掃活動 

A2-02 山梨県 (一社)峡北地区建設業協

会 
国道 141 号バイパスの除草活動 

A2-03 山口県 山口県建設業協会岩国支

部 
「錦川流域河川一斉清掃」への参加 

A2-04 徳島県 (一社)徳島県建設業協会 「四国遍路みち」の清掃活動 

A3-01 岩手県 岩手県建設業協会女性マ

ネジングスタッフ協議会 

宮古支部 

小学校通学路の安全点検活動 

A4-01 山梨県 (一社)山梨県建設業協会 「建設まつり」の開催 

A4-02 新潟県 (一社)新潟県建設業協会

六日町支部 
「土木フェア」の開催 

A4-03 長野県 長野県建設業協会上小支

部 
高校生の建設技術実習と企業研修の開催 

A4-04 長野県 長野県建設業協会飯田支

部 
高校生の工事現場見学会の開催 

A4-05 佐賀県 (一社)佐賀県建設業協会

青年部 
幼稚園・保育園の「砂場クリーン作戦」 

A4-06 熊本県 熊本県建設業協会芦北支

部 
地元高校での「建設業お仕事説明会」の開催 

A5-01 山梨県 (一社)塩山建設業協会 低学年少年野球大会の開催 

A5-02 山梨県 (一社)市川建設業協会 

下部地区建設安全協議会

豪雪災害復旧活動の記録冊子の制作 

A5-03 富山県 富山県建設業協会入善支

部 
建設産業「感謝の集い」記念事業の実施 
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（１）災害復旧支援活動 

協会及び支部等の災害復旧支援活動として、次の事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A1-02 滋賀県 (一社)滋賀県建設業協会

伊香支部 

台風 11 号災害における応急復旧活動 

事例 A1-02：滋賀県 

台風 11 号災害における応急復旧活動（(一社)滋賀県建設業協会伊香支部） 

平成 27 年 7 月 22 日、台風 11 号の接近に伴う大雨によって、長浜市西浅井町黒山

地元の国道 303 号で、道路の基礎を形成している盛土部の土砂が崩落した。 

滋賀県建設業協会伊香支部は、前年 3 月に災害応援協定を締結していた滋賀県長

浜土木事務所木之本支所からの連絡を受けて現場に急行し、被災状況を確認した。

盛土部は約 20 メートルにわたって崩落しており、木之本支所との協議に基づき、

矢板による土止工を採用し、24 日には被災箇所前後の 50m 区間を全面通行止めにし

て復旧活動を開始した。しかし、地盤等の状況から矢板による土止工は中止し、25

日から大型土のうによる工法に変更して、片側交互通行として作業を続行した。 

同支部にとって災害応援協定の締結以来初となる復旧活動であったが、作業員延

べ 112 人をはじめ、重機、大型土のう、松杭、暗渠パイプなどの迅速な調達により、

お盆前の 8月 10 日には大型土のうの設置が完了し、交通規制も解除された。 

 

    
              大型土のう製作                               松杭打設 

    
                 砕石投入                               暗渠パイプ設置 
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（２）環境美化活動 

協会及び支部の環境美化活動として、次の 4事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A2-01 福島県 福島県建設業協会郡山支

部 
国道 4号バイパスの清掃活動 

A2-02 山梨県 (一社)峡北地区建設業協

会 
国道 141 号バイパスの除草活動 

A2-03 山口県 山口県建設業協会岩国支

部 
「錦川流域河川一斉清掃」への参加 

A2-04 徳島県 (一社)徳島県建設業協会 「四国遍路みち」の清掃活動 

事例 A2-01：福島県 

国道 4号バイパスの清掃活動（福島県建設業協会郡山支部） 

福島県建設業協会郡山支部では、平成 10 年より、郡山市の大動脈である国道４号

あさか野バイパスにおいて、帰省客の車が増えるお盆と年末年始を前に、年 2 回道

路清掃活動を実施している。平成 27 年度は、8 月 8 日と 12 月 26 日に、会員 29 社

から延べ 65 人が参加し、須賀川市境から約 15 ㎞の区間で、道路わきや側道に捨て

られたペットボトルや空き缶、吸い殻などのゴミを回収した。 

同支部は、郡山を訪れる人や通過する人が、気持ちよく道路を利用できるよう、

おもてなしの心を込めて、今後も清掃活動を継続したいとしている。 

 

    
              清掃開始前集合                        国道 4号バイパスの清掃 

    
国道 4号バイパス側道の清掃 
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事例 A2-02：山梨県 

国道 141 号バイパスの除草活動（(一社)峡北地区建設業協会） 

峡北地区建設業協会は、平成元年に始めた「ゴミ持ち帰りクリーン運動」を発展

させて、平成 16 年頃より、国道 141 号須玉バイパスの除草活動を行っている。 

平成 27 年度は、6 月 23 日から 30 日までの間、会員企業 20 社から述べ 150 人が

参加して、須玉バイパス沿いの枝払いやゴミ拾いなどに取り組んだ。 

同協会は、地域貢献の一環として今後も活動を継続したいと考えている。 
 

    
須玉バイパスの除草活動 

事例 A2-03：山口県 

「錦川流域河川一斉清掃」への参加（山口県建設業協会岩国支部） 

山口県建設業協会岩国支部は、毎年 7

月に岩国市が実施している「錦川流域河

川一斉清掃」に実行委員会の一員として

参加している。 

16 年目となる平成 27 年度は、7 月 12

日、会員企業 31 社より総勢 55 人が参加

し、16 エリアに分かれて、地元中学生や

自治会の方々とともに河原に捨てられた

さまざまなゴミを回収した。 

 

    
              回収ゴミの分別                           大型漂着物の回収 

 
地元中学生も参加した一斉清掃 
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事例 A2-04：徳島県 

「四国遍路みち」の清掃活動（(一社)徳島県建設業協会） 

徳島県建設業協会では、平成 22 年より毎年、県内の「四国遍路みち」の清掃活動

を行っている。 

四国八十八箇所霊場は、年間数十万人の巡礼者や参拝者、観光客が訪れる四国の

大きな観光資源である。四国 4県では、平成 19 年度より「四国八十八箇所霊場と遍

路道」の世界遺産登録に向けた取り組みを進めているが、その中で、遍路道の美化・

保全は大きな課題となっている。 

そこで同協会は、県内の霊場 23 ケ寺及び香川県内１ケ寺の清掃と、霊場をつなぐ

遍路道のゴミの回収、除草などを、支部単位で実施することにした。 

平成 27 年度は、9 月 18 日に 8 支部か

ら 565 人が参加して行われ、2ｔトラック

十数台のゴミや刈草を回収・処分した。 

同協会は、地域に根差した建設業とし

て、今後も遍路みちの清掃活動を継続す

るとともに、将来的には県民参加型のイ

ベントとして、四国の遍路文化である「お

もてなし」「お接待」の精神を後世に伝え

ていきたいと考えている。 

 

    
         吉野川周辺清掃（川島支部）                  海岸道清掃（海部支部） 

    
       歩き遍路道清掃（阿南支部）          ロープウェイ乗場の植木剪定（那賀支部） 

 
霊山寺付近清掃（鳴門支部） 
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（３）社会福祉活動 

協会及び支部の社会福祉活動として、次の事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A3-01 岩手県 岩手県建設業協会 女性

マネジングスタッフ協議

会 宮古支部 

小学校通学路の安全点検活動 

事例 A3-01：岩手県 

小学校通学路の安全点検活動（岩手県建設業協会女性マネジングスタッフ協議会宮

古支部） 

岩手県建設業協会宮古支部女性マネジングスタッフ協議会は、平成 18 年度より、

宮古市内の小学校（毎年１校）を対象に、周辺通学路の安全点検活動を行っている。

平成 27 年度は、12 月 4 日、会員 15 人が参加して、宮古市立藤原小学校の通学路

を点検し、道路の段差や穴、縁石や標識の破損などを調査した。 

点検で気づいた箇所については、地図上に位置表示し、問題点と画像を添付する

など、わかりやすく資料にまとめ、当該小学校並びに宮古市建設課等に提供して、

注意喚起と改善を要請している。特に、東日本大震災発災直後には、復旧作業と並

行して同活動を実施することで、子どもたちの通学の早期再開に貢献した。 

同協議会では、通学路の点検と併せて清掃活動も行っており、今後も地域の安全・

安心のために活動範囲を広げていきたいとしている。 
 

    
            道路沿いの大きな穴                        縁石ブロックの破損 

       
           地図上の危険箇所表示                        通学路の清掃活動 
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（４）建設業ふれあい活動 

協会及び支部の建設業ふれあい活動として、次の 6事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A4-01 山梨県 (一社)山梨県建設業協会 「建設まつり」の開催 

A4-02 新潟県 (一社)新潟県建設業協会

六日町支部 
「土木フェア」の開催 

A4-03 長野県 長野県建設業協会上小支

部 
高校生の建設技術実習と企業研修の開催 

A4-04 長野県 長野県建設業協会飯田支

部 
高校生の工事現場見学会の開催 

A4-05 佐賀県 (一社)佐賀県建設業協会

青年部 
幼稚園・保育園の「砂場クリーン作戦」 

A4-06 熊本県 熊本県建設業協会芦北支

部 
地元高校での「建設業お仕事説明会」の開催 
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事例 A4-01：山梨県 

「建設まつり」の開催（(一社)山梨県建設業協会） 

山梨県建設業協会は、平成 27 年 10 月 12 日、「アイメッセ山梨」において「第 1

回建設まつり」を開催し、建設業の魅力や役割を広く県民にＰＲした。 

これは、建設業労働災害防止協会（建災防）山梨県支部が、建設業における労働

安全衛生の重要性や、災害発生時の役割を広く一般県民に理解してもらう目的で、

平成 25 年より開催していた「建設安全まつり」を拡大して、山梨県建設業協会が主

催者として加わり、若年入職者の確保を目的に加えて実施したイベントである。 

当日は好天に恵まれ、会場には子ども連れや一般県民約 1,700 人が訪れ、屋内ホ

ールと屋外展示場において様々な展示や体験を楽しんだ。 

屋内では、建設業のイメージアップＣ

Ｍ上映や、パネル展示とともに、小中学

生を対象にしたドラグショベルの試乗体

験、仮設足場体験、建設安全用品の装着

体験のほか、ミニハウス作成、板金打ち

出しといった建設職業体験のコーナーを

設けた。また、ステージでは和太鼓の演

奏や、はしごのりが披露され、建災防オ

レンジ隊によるパネルシアター「オレン

ジちゃんとがんばる仲間たち」が上映さ

れた。 

屋外では、高所作業車（12ｍクラス）、

移動式クレーン車（25ｔクラス）の試乗

体験コーナーに長蛇の列ができ、道路清

掃車、ロータリー除雪車、ホイールロー

ダー、大型トレーラーの展示コーナーに

は大勢の人だかりができた。 

同協会は、今後も新たな企画を加えて

建設業の魅力を伝えたいと考えている。 
 

    
               和太鼓の演奏                          高所作業車の試乗体験 

 
ドラグショベルの試乗体験 

 
ハーネス型安全帯の装着体験 
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事例 A4-02：新潟県 

「土木フェア」の開催（(一社)新潟県建設業協会六日町支部） 

新潟県建設業協会六日町支部では、平成 10 年度より毎年、地域の人々に建設業に

触れ、親しんでもらうイベント「土木フェア」を開催している。 

これは、社会資本整備の意義や重要性を住民に理解してもらい、土木事業のイメ

ージアップを図ることを目的に、南魚沼地域振興局地域整備部及び関係団体との共

催で実施しているイベントである。平成 19 年度からは、南魚沼市浦佐の「八色の森

公園」において、市主催の「八色の森市民まつり」との同時開催としている。 

平成 27 年度は、10 月 11 日、18,000 人が来場した「八色の森市民まつり」の会場

で、土木事業のパネル展示、土木クイズ、道路パトロール車の展示、建設機械の体

験乗車、土石流３Ｄ映像装置体験、土木関連のパンフレット配布などを行なった。

親子連れを中心に多くの方々に様々な体験を楽しんでもらうことで、土木の仕事は

身近なもので、地域の生活を支えていることをＰＲすることができた。 

同支部では、このイベントを毎年継続して開催することで、地域の人々の建設業

への理解が一層深まることを期待している。 

 

    
           土木事業のパネル展示                      土木クイズの景品贈呈 

 
建設業のＰＲパンフレット 
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事例 A4-03：長野県 

高校生の建設技術実習と企業研修の開催（長野県建設業協会上小支部） 

長野県建設業協会上小支部では、若者の建設業への就業を促す目的で、地元の丸

子修学館高校の生徒を対象とした丁張技術実習と企業研修を開催している。 

丁張技術実習は、建設工事の基本となる丁張の掛け方を実技指導するもので、平

成 13 年より毎年 1回開催している。平成 27 年度は、5月 20 日、工業科目選択者 36

人を対象に、午前中は座学、午後からは校庭で測量から丁張設置までの実習を行っ

た。生徒たちは、最初は戸惑いながらも互いに協力して完成させる喜びを味わった。

 

    
               丁張技術講習                              丁張測量実習 

企業研修は、実際の工事現場で建設作

業を体験してもらうもので、平成 16 年よ

り毎年開催している。平成 27 年度は、10

月 19 日、建設業志望の 2 年生 40 人が、

土木 8 現場、建築 5 現場に分かれて、鉄

筋組立て、測量、重機の試乗、建築構造

見学、プラント見学などを行った。 

同支部は、今後も趣向を凝らした内容

で、建設業の面白さや大切さを伝えてい

きたいと考えている。 

 

    
                重機の試乗                            木造建築の構造説明 

 
測量実習 
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事例 A4-04：長野県 

高校生の工事現場見学会の開催（長野県建設業協会飯田支部） 

長野県建設業協会飯田支部は、平成 4 年より、地元の実業高校である飯田ＯＩＤ

Ｅ長姫高等学校（旧飯田長姫高等学校）の社会基盤工学科（旧土木科）及び建築科

の生徒を対象に、主に長野県発注の工事現場の見学会を開催している。 

平成 27 年度は、11 月 12 日、社会基盤工学科 1 年生 41 名が三遠南信自動車道の

バイパス及びトンネル工事、建築科 2年生 36 名が時又ふれあいセンター建設工事と

飯田仏教保育園増築工事の現場を見学した。生徒たちは、発注者と工事担当者から

工事内容の説明を受けた後、実際の現場で掘削工事や型枠工事を間近で見学し、建

設現場のスケールの大きさ、働く人々の一体感に感動した様子であった。 

この活動を始めた当初は、将来建設業に携わるであろう高校生に対して、早めに

工事現場に興味を持ってもらうことが目的であった。しかし近年は、若手技術者不

足が叫ばれ、今や建設業の将来を心配する声も聞かれる時代となってきた。こうし

た状況の中、社会基盤工学科と建築科を持つ飯田ＯＩＤＥ長姫高等学校は、地域の

建設業にとってより重要な存在となっている。同支部は、学校側との緊密な連携の

もと、生徒たちに建設業をより深く理解してもらうための工夫を凝らした現場見学

会を毎年開催しており、最近では、この見学会をきっかけに地元建設企業に就職す

る高校生も増えてきた。 

同支部は、今後もこの取組みを継続し、若手技術者確保に繋げたいと考えている。

 

    
    三遠南信自動車道小道木バイパス見学会     三遠南信自動車道下市場トンネル見学会 

    
         時又ふれあいセンター見学会                  飯田仏教保育園見学会 
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事例 A4-05：佐賀県 

幼稚園・保育園の「砂場クリーン作戦」（(一社)佐賀県建設業協会青年部） 

佐賀県建設業協会青年部は、平成 22 年より毎年、地元の幼稚園・保育園の砂場を

抗菌化して清潔にする「砂場クリーン作戦」を行っている。 

同青年部は、平成 17 年の設立当初から、社会貢献活動を事業活動の柱と位置付け、

海岸や道路等の清掃活動、小学生を対象としたＪ１サガン鳥栖の試合観戦の支援、

高校総体への協力などを実施してきた。その後、より県民に喜んでもらえる活動が

ないか検討を重ねた結果、近年、幼稚園や保育園の砂場が動物のフン等により汚れ

ており、父兄の方々が心配しているとの話が聞かれることから、子供たちに安心し

て遊べる砂場を提供する活動に取り組むことになった。 

平成 27 年度は、10 月 24 日と 31 日、

県内 9 か所の幼稚園・保育園で「砂場ク

リーン作戦」を展開した。佐賀市の川上

保育園では、佐賀支部の会員が砂場に抗

菌砂をまいた後、園児たちも加わって、

抗菌砂をスコップで混ぜ合わせた。作業

後には、きれいになった砂場で園児たち

とボール遊びをして交流を深めた。 

保育士からは、感謝の言葉とともに、

「建設業の方がこういう事もされるんで

すね」との声も上がり、業界のイメージ

アップにも繋がっている。 

「砂場クリーン作戦」は、平成 27 年度

までに 70 園 90 ヶ所の砂場を抗菌化して

おり、今では、保育士の会合でも毎回話

題となるなど県内に浸透している。 

同青年部は、次代を担う子供たちの健

やかな成長の一助となることを願って、

今後も活動を継続したいと考えている。 
 

    
           芦刈保育園（小城支部）                    川上保育園（佐賀支部） 

 
川上保育園（佐賀支部） 

 
川上保育園（佐賀支部） 
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事例 A4-06：熊本県 

地元高校での「建設業お仕事説明会」の開催（熊本県建設業協会芦北支部） 

熊本県建設業協会芦北支部は、平成 26 年より、地元の高校生を対象とした「建設

業お仕事説明会」を開催している。 

建設業界では、若手人材の育成が喫緊の課題となっており、特に高齢化が進む地

方の建設企業にとって、新規入職者の確保は待ったなしの状況である。しかしなが

ら、高校卒で建設業に入職した若者の離職率は、他産業と比較すると非常に高く、

生徒が仕事の内容をきちんと理解しないまま職業を選ぶことによるミスマッチが、

さらに問題を大きくしている。 

同支部は、地域の雇用を支える職業団体として、こうした問題を少しでも改善し

て若者の離職を減らすために、入社前に建設業の仕事内容を正しく理解してもらう

ことが必要と考え、地元の高校に出向いて説明会を開催することにした。 

2 回目となる平成 27 年度「建設業お仕事説明会」は、6月 24 日、県立水俣高校で

開催され、電気建築システム科の 3 年生 26 人、2 年生 21 人が参加した。説明会で

は、県が制作した建設業の紹介ビデオを全員で視聴した後、来春の新卒採用を予定

している会員企業 5 社が、自社の仕事内容や施工実績、福利厚生などについて説明

し、参加した生徒たちはメモを取りながら真剣に聞き入っていた。 

同支部は、2 年間の入職実績を見ながら説明会の効果を検証するとともに、来年

度以降も、より充実を図りながら継続したいと考えている。 

 

    
           建設業の紹介ビデオ視聴                  新卒採用に向けた企業説明 

    
新卒採用に向けた企業説明 
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（５）啓蒙活動 

協会及び支部の啓蒙活動として、次の 3事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 協会・支部等 活動内容 

A5-01 山梨県 (一社)塩山建設業協会 低学年少年野球大会の開催 

A5-02 山梨県 (一社)市川建設業協会 

下部地区建設安全協議会

豪雪災害復旧活動の記録冊子の制作 

A5-03 富山県 富山県建設業協会入善支

部 
建設産業「感謝の集い」記念事業の実施 

事例 A5-01：山梨県 

低学年少年野球大会の開催（(一社)塩山建設業協会） 

塩山建設業協会は、青少年育成活動の一環として、平成 8年より毎年、「ＣＣＩカ

ップ低学年少年野球大会」を開催している 

この大会は、未来の社会を担う子どもたちに、野球を通じて強い精神力を養うと

ともに他校との交流を深めてもらうことを目的としており、同時に、地域社会に貢

献する建設業について、保護者の方々に理解してもらうことを意図している。 

節目の第 20 回大会となった平成 27 年度は、秋晴れの 11 月 28 日、地区外からの

5チームを加えた 15 チーム、約 180 人の児童が参加して熱戦を繰り広げた。保護者

の中には、自分も小学生の時この大会に出場したという方もいるなど、長年にわた

る開催で、地域に浸透したイベントとなっている。 

小学 4 年生以下の児童を対象としてい

るため、日頃は控えに回ってしまう低学

年の児童でも試合が経験でき、また、こ

の大会がスポーツ少年団への入団機会と

もなっているので、保護者からは大会の

充実を望む声が多い。 

同協会では、少子高齢化社会の中、地

域活性化のためにもこの大会を継続させ

たいとしている。 

 

    
             子どもたちの熱戦                               表彰式 

 
低学年少年野球大会開会式 
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事例 A5-02：山梨県 

豪雪災害復旧活動の記録冊子の制作（(一社)市川建設業協会下部地区建設安全協議

会） 

市川建設業協会下部地区建設安全協議会は、平成 26 年 2 月の山梨県豪雪災害にお

ける復旧活動の経験を後世に伝えるべく、回顧録として冊子「厳冬」を制作した。

山梨県内で観測史上最高の積雪量を記録

したこの豪雪では、県全体が陸の孤島と化

し、道路網の完全復旧までに 1 か月以上を

要する被害となった。その間、山梨県建設

業協会からは延べ 22,000 人と重機 15,000

台が出動するとともに、国や周辺自治体か

らの支援部隊も加わり、懸命の復旧活動が

繰り広げられた。（全国建設業協会「平成

26 年度建設業社会貢献事例集」3.1 参照） 

この復旧活動を通じて、同協議会では数

多くのことを学ぶとともに、会員相互の「絆

と和」を改めて感じることができた。また、

周辺住民が非常に協力的であったことも、

会員を奮起させる原動力となった。 

同協議会は、記録した数多くの経験を今

後の活動に活かしたいと考えている。 
 

 
会員の活動記録 

 
平成 26 年豪雪災害の回顧録「厳冬」 
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事例 A5-03：富山県 

建設産業「感謝の集い」記念事業の実施（富山県建設業協会入善支部） 

富山県建設業協会入善支部は、平成 27 年 6 月 7 日、協会設立 60 周年記念事業の

一環として、建設産業「感謝の集い」を開催した。 

これは、今日まで建設業界を支えてくれた

方々への感謝を表すためのイベントで、当日は

約 900 人が参加して、宮野運動公園野外ステー

ジでの記念ライブやパーティをはじめ、重機試

乗会、ラジコンゲーム、大抽選会などで大いに

盛り上がり、建設業に対する理解度の向上、イ

メージアップにつながった。 

同支部では、この他にも、将来を見据えた次

世代育成事業として、平成 26 年 12 月 10 日、

県立桜井高校土木科にミニバックホウを寄贈

している。また、平成 27 年 4 月から 1 年間、

地元ＴＶ放送局で、建設産業の魅力を伝える番

組を制作・放映するなど、情報発信にも力を入

れており、今後もこうした活動によって建設業

への理解を広めていきたいとしている。 

 

    
                重機試乗会                          ラジコンゲームコーナー 

    
       エアトランポリンコーナー                       ステージライブ 

 
建設産業「感謝の集い」案内 
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３．３  会員企業の活動事例 

各地の建設業協会の会員企業は、地域の安全・安心確保を最優先に考えて、災害時

には先頭に立って復旧活動に従事するとともに、日頃から地域の環境美化・保全活動、

社会福祉活動、建設業ふれあい活動などにも積極的に取り組んでいます。これらの活

動は、地元企業ならではの工夫により、住民にもたいへん喜ばれ、建設業のイメージ

アップにつながっています。 

平成 28 年度に顕彰した会員企業のこうした活動事例の中から、３．１で紹介した

代表事例のほか、ここでは次の 15 事例を紹介します。 

 

事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B2-01 北海道 (株)日栄建設 河川敷散策路・堤防の清掃活動 

B2-02 青森県 (株)藤本建設 国道の清掃・花壇管理活動 

B2-03 岩手県 篠村建設(株) 国道沿い花壇の植栽・管理活動 

B2-04 山形県 (株)山口工務店 「フラワーロード」の植樹・植栽活動 

B2-05 愛知県 中部土木(株) 道路・河川敷の環境美化活動 

B2-06 富山県 得能建設工業(株) 国道・河川敷の環境美化活動 

B2-07 大分県 梅高建設(株) 国道の環境美化活動 

B3-01 石川県 (株)北都組 児童によるヒラメ稚魚の放流活動 

B4-01 北海道 (株)岸本組 新入学児童への防犯ベルの寄贈と防犯活動 

B5-01 北海道 (株)北土開発 「氷灯夜」の会場設営協力 

B5-02 富山県 高尾建設(株) 「雪山ペイント」での雪山造り 

B5-03 奈良県 檜尾建設(株) 工事現場と川遊び体験会の開催 

B6-01 愛知県 矢作建設工業(株) 建設業のイメージアップ活動 

B6-02 富山県 安達建設(株) 建設業の女性起用と活躍推進活動 

B6-03 岡山県 (株)奥野組 河川護岸工事での啓蒙活動 
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（１）環境美化活動 

会員企業の環境美化活動として、次の 7事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B2-01 北海道 (株)日栄建設 河川敷散策路・堤防の清掃活動 

B2-02 青森県 (株)藤本建設 国道の清掃・花壇管理活動 

B2-03 岩手県 篠村建設(株) 国道沿い花壇の植栽・管理活動 

B2-04 山形県 (株)山口工務店 「フラワーロード」の植樹・植栽活動 

B2-05 愛知県 中部土木(株) 道路・河川敷の環境美化活動 

B2-06 富山県 得能建設工業(株) 国道・河川敷の環境美化活動 

B2-07 大分県 梅高建設(株) 国道の環境美化活動 

事例 B2-01：北海道 

河川敷散策路・堤防の清掃活動（(株)日栄建設） 

(株)日栄建設は、「厚別川の水辺をきれいにする会」を結成し、平成 22 年より、

自社の裏地を流れる厚別川の河川敷や堤防、隣接道路の清掃活動を行っている。 

札幌市内を流れる厚別川は、散策路やベンチが整備され、日頃から地域住民の憩

いの場となっているが、心ない者によるゴミの不法投棄が景観を損ねていた。そこ

で同社は、近隣の(株)おおしま建設、厚別西町内会、桜台町内会と共同で「厚別川

の水辺をきれいにする会」を結成し、札幌建設管理部のアダプトプログラムに登録

して、毎年春と秋の年 2回、清掃活動を実施することにした。 

平成27年度は5月 16日と10月 31日、

それぞれ会員約 30 人が参加して、厚別鉄

北橋から東川下橋までの 1.4km にわたっ

て、堤防、散策路、河畔林に捨てられた

空き缶、段ボールなどのゴミを回収した。 

同社では、今後も地域と一体となって

清掃活動を展開するとともに、粗大ゴミ

等の不法投棄をなくすため、月 1 回の監

視活動を実施していくとしている。 

 

    
           河川敷の清掃（春季）                          回収されたゴミ 

 
堤防の清掃（秋季） 



 －32－

事例 B2-02：青森県 

国道の清掃・花壇管理活動（(株)藤本建設） 

(株)藤本建設では、ボランティア団体「道路を愛する会」を組織し、平成 16 年よ

り毎年、一般国道７号青森環状道路の青森市大字新城～大字三内地内で、道路清掃

活動及び花壇管理活動を行っている。 

道路清掃活動では、道路わきや歩道、側道、中央植樹帯のゴミを拾い集めるとと

もに、ポイ捨て防止やマナーアップを呼び掛けている。花壇管理活動では、クリー

ンロードの文字や花の形にデザインされた花壇への植栽と除草を定期的に行って、

景観保全に努めている。いずれも、ボランティア・サポート・プログラム（ＶＳＰ

活動）として、国土交通省に登録されている。 

平成 27 年度は、4月、7月、10 月の道

路清掃活動に延べ 76 人、6～9 月の花壇

管理活動に延べ 33 人が参加した。ゴール

デンウィークやねぶた祭り前に行われる

活動は、青森県のイメージアップに繋が

ると地域からも歓迎されている。 

同支部は、地域住民が美しい環境づく

りを意識するきっかけとなることを願っ

て、活動を継続したいと考えている。 

 

    
             花壇の除草（8月）                        花壇の清掃（9月） 

    
       花壇周辺の除草（9月）                    道路わきの清掃（10 月） 

 
道路わきの清掃（7月） 
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事例 B2-03：岩手県 

国道沿い花壇の植栽・管理活動（篠村建設(株)） 

篠村建設(株)では、昭和 63 年から 27 年以上にわたって、盛岡市稲荷町の社屋前

にある国道 46 号線沿いの花壇の植栽、手入れを継続している。 

約 32ｍにわたる花壇で、春から秋まで常時花が咲き誇る状態を維持するため、4

月から11月まで週3回、女性社員を中心に1日3人程度で手入れ作業を行っている。

花壇は、道行く人々やドライバーの目に留まりやすい場所にあり、朝の通勤ラッシ

ュ時には、人々の気持ちを和ませる効果が期待できる。 

現地は、秋田方面から盛岡市内へ入る玄関口でもあり、今年開催される国民体育

大会に向けて岩手県のイメージアップに繋がることも期待できる。 

こうした活動が認められ、平成 22 年 8

月に、国土交通省東北地方整備局岩手河

川国道事務所長、平成 27 年 8 月には、国

土交通省東北地方整備局長から感謝状が

贈られた。 

同社では、会社の前がきれいになるこ

とで社員の環境意識の向上も見られるた

め、今後も引き続き植栽と管理に力を注

ぎたいとしている。 

 

    
花壇の整備 

    
               植栽の手入れ                             国道沿いの花壇 

 
花壇で咲き誇るチューリップ 
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事例 B2-04：山形県 

「フラワーロード」の植樹・植栽活動（(株)山口工務店） 

(株)山口工務店は、ボランティア団体「伊勢原フラワーロード」を結成し、平成

21 年より、社屋前の国道 112 号線沿い延長 100ｍ余にわたって、植樹・植栽等の環

境美化活動を継続している。 

「伊勢原フラワーロード」は、鶴岡市伊勢原町の国道沿いを花で飾ることを目的

に、同社が近隣企業であるセレモニーホール伊勢原、(株)日東軽金鶴岡支店ととも

に結成した環境ボランティア団体である。国道 112 号線は市内の幹線道路であり、

季節ごとの花々は、利用する歩行者やドライバーに潤いと安らぎを与えている。 

平成 27 年度も例年通り、各社が社員を

総動員して、国道周辺の緑地帯で、パン

ジーなどの株を植栽した。 

この活動は、国土交通省と鶴岡市が締

結したボランティア・サポート・プログ

ラム協定第 4 条の確認書に基づいてお

り、道路の役割や重要性を再認識しても

らうとともに、道路愛護精神の高揚を図

る役割も期待されている。 

「伊勢原フラワーロード」は、長年に

わたる道路愛護、環境美化の功績が認め

られ、平成 27 年 8 月、東北地方整備局酒

田河川国道事務所長より、優れた道路愛

護団体として表彰された。 

同社は、この環境美化活動を継続する

ことが、地元住民からの信頼を高めると

ともに、建設業界のイメージアップにも

繋がると考え、今後も全社を挙げて取り

組んでいきたいとしている。 

 

    
周辺緑地のパンジー植栽 

 
国道沿いの植栽 

 
本社前での植栽 
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事例 B2-05：愛知県 

道路・河川敷の環境美化活動（中部土木(株)） 

中部土木(株)では、平成 8 年より毎週１回、本社周辺で道路清掃活動を実施して

いる。また、平成 19 年からは、「新川クリーンアップ運動」に参加して、河川美化

活動に取り組んでいる。 

■本社周辺の道路清掃活動 

本社が面する国道 302 号線を中心に道路や歩道橋の清掃を行っている。毎週１回

の清掃で同社周辺の道路は常にゴミのない状態が保たれている。長年にわたり継続

している活動に対して、平成 27 年 8 月、中部地方整備局名古屋国道事務所長より、

2度目の感謝状が贈られた。 

■新川クリーンアップ運動 

同社の施工実績が多い北名古屋市で行

われる大規模な河川美化活動「新川クリ

ーンアップ運動」に参加している。平成

27 年度は、4月から 12 月まで 5回開催さ

れ、地元企業との交流を深めた。 

同社は、今後もこうした活動を通して、

地域と一体となって、美しい環境づくり

に努めたいと考えている。 

 

    
           本社別館周辺の清掃活動               中部地方整備局からの感謝状授賞 

    
新川クリーンアップ運動 

 
本社周辺の歩道橋清掃 
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事例 B2-06：富山県 

国道・河川敷の環境美化活動（得能建設工業(株)） 

得能建設工業(株)は、平成 17 年より毎月 1回、事業所周辺の国道 304 号線と小矢

部川河川敷の環境美化活動を実施している。 

国道清掃箇所のうち、南砺市荒木（福光駅前）から南砺市吉江野までの約 2 ㎞の

区間については、平成 26 年度に富山県道路愛護ボランティア制度（わがまち・わが

みち事業）におけるボランティア団体として登録を受け、継続的に取り組んでいる。

特に、毎年春に地元で行われる春季祭礼前には、美化活動を強化して、気持よく

お祭りが迎えられるよう気を配っている。 

同社では、これからも、安心で安全な生活ができる地域とするため、継続して環

境美化に取り組んでいきたいと考えている。 

 

    
            国道 304 号線の清掃                       小矢部川河川敷の清掃 

事例 B2-07：大分県 

国道の環境美化活動（梅高建設(株)） 

梅高建設(株)は、平成 13 年より、毎月第 1 土曜日の早朝に、自社前の国道 10 号

線鴛野～中判田の 2㎞の区間で道路清掃を実施している。 

この活動によって、平成 21 年には国土交通省大分河川国道事務所と「ボランティ

ア・サポート・プログラム」協定を締結した。また、平成 27 年 7 月には、道路環境

美化への貢献が認められ、同事務所から感謝状が贈られた。 

 

    
         国道 10 号線沿いの清掃活動               「ごみゼロ」のぼりと回収ごみ 



 －37－

（２）環境保全活動 

会員企業の環境保全活動として、次の事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B3-01 石川県 (株)北都組 児童によるヒラメ稚魚の放流活動 

事例 B3-01：石川県 

児童によるヒラメ稚魚の放流活動（(株)北都組） 

(株)北都組は、奥能登の自然豊かな「里海づくり活動」の一環として、平成 24

年より毎年夏に、能登半島の最先端に位置する珠洲市狼煙漁港において、直小学校

児童や地元住民を交えてヒラメの稚魚の放流活動を行っている。 

同社は、「“未来”を創り“ふる里”を守る建設産業」を社是に、いしかわ版里山

づくりＩＳＯ認証を取得するなど、地域の環境保全活動には特に力を入れている。

ヒラメ稚魚の放流は、50 年以上にわたり狼煙漁港の工事に携わっている同社が、地

元の子供たちに里海の素晴らしさ、大切さを体験してもらおうと始めた活動で、今

では大人たちも参加する恒例イベントして地域に定着している。 

 平成 27 年度は、7月 26 日、児童 10 人、地元住民 25 人、同社から 15 人が参加し

て、狼煙漁港岸壁横の波打ち際から、体長 10 ㎝程度のヒラメの稚魚（ふ化後 1か月

程度）4,000 匹を放流し、大きく成長することを願った。 

同社は、今後も地域の環境保全に貢献する活動を積極的に展開する考えである。

 

    
ヒラメ稚魚 4,000 匹の放流（珠洲市狼煙漁港） 

    
ヒラメ稚魚 4,000 匹の放流（珠洲市狼煙漁港） 



 －38－

（３）社会福祉活動 

会員企業の社会福祉活動として、次の事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B4-01 北海道 (株)岸本組 新入学児童への防犯ベルの寄贈と防犯活動 

事例 B4-01：北海道 

新入学児童への防犯ベルの寄贈と防犯活動（(株)岸本組） 

(株)岸本組では、安全で安心な地域づくりの一環として、平成 19 年度から毎年、

美唄市内の新入学児童に防犯ベルを寄贈するとともに、青色回転灯を設置した社用

車で小学生の登下校時に防犯パトロールを行っている。 

寄贈した防犯ベルの数は、10 年間で合

計 1,710 個に上り、父兄からもたいへん

喜ばれている。また、パトロールに用い

る全社用車には、ドライブレコーダー、

デイライトビームを装着するなど、万が

一の事態に備えている。 

この他にも、市民に見える防犯活動と

して、ＪＲ美唄駅前の駐輪場に監視カメ

ラとモニター、レコーダーを寄贈し、盗

難防止に役立てている。また、地域住民

を対象とした防災訓練を定期的に開催し

て、子供から大人まで防災について学び、

体験できる機会を提供している。 

これらの活動に対し、平成 27 年 10 月

には北海道知事から地域づくり賞が、平

成28年3月には美唄市教育委員長から感

謝状が授与された。 

 同支部は、地域安全のけん引役として

こうした活動を継続するとしている。 
 

    
「北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり賞」授賞式 

 
防犯ベルの寄贈 

 
防犯パトロール隊 
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（４）建設業ふれあい活動 

会員企業の建設業ふれあい活動として、次の 3事例を紹介します。 
 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B5-01 北海道 (株)北土開発 「氷灯夜」の会場設営協力 

B5-02 富山県 高尾建設(株) 「雪山ペイント」での雪山造り 

B5-03 奈良県 檜尾建設(株) 工事現場と川遊び体験会の開催 

事例 B5-01：北海道 

「氷灯夜」の会場設営協力（(株)北土開発） 

(株)北土開発は、地元芽室町の冬の風物詩「氷灯夜」に、平成 21 年から参加し、

巨大かまくらや見晴台を製作するなど、会場設営に協力している。 

「氷灯夜」は、芽室町観光物産協会が毎年 2月 14 日のバレンタインデーに開催す

るイベントで、今年で 26 回目を迎える。会場内には 5000 個のアイスキャンドルが

煌めき、スノーブライダルショーや花火の打ち上げなど、会場を訪れるカップルや

家族連れが楽しめる冬の風物詩となっている。 

平成 28 年の巨大かまくらは、2月 5日から 12 日にかけて同社社員約 20 人が建設

重機を駆使して造り上げ、キャンドルに囲まれた美しい姿が評判となった。 

同社では、創業地である芽室町に貢献できるこうした活動を、今後も積極的に行

っていきたいと考えている。 

 

    
巨大かまくらの製作 

    
      巨大かまくらとアイスキャンドル         氷灯夜会場（出典：芽室町観光物産協会） 
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事例 B5-02：富山県 

「雪山ペイント」での雪山造り（高尾建設(株)） 

高尾建設(株)は、富山市小見地区で平成 14 年から毎年開催されている恒例行事

「雪山ペイント」に参加して、建設機械を駆使した雪山造りをはじめとした会場整

備を行っている。 

「雪山ペイント」は、地元小見小学校の児童たちが、高さ 3ｍの雪山（かまくら）

に、自分たちでデザインした絵を父兄や地元の人たちと一緒になってペイントする

行事で、小見地区ふるさとづくり推進協議会による異世代交流事業として開催され

ている。過去には、長野県白馬村の小学校や新庄北小学校との交流行事として開催

されるなど、地元にとっても重要な行事として続いてきた。 

平成 27 年度は降雪不足で開催が危ぶ

まれたが、同社が別の場所から 10ｔダン

プ 10 台分の雪を運び込むなどして、準備

を整えた。2 月 7 日の開催に向けて、社

員 11 人とショベルカー、除雪機各 1台で

2つの雪山を造り上げた。 

同社は、今後も地元への貢献を最大の

使命と考え、各種行事に積極的に参加し

協力していく考えである。 

 

    
ショベルカー、除雪機による雪山造り 

    
     住民も参加して雪山の仕上げ              ペイントされた雪山（かまくら） 

 
10ｔダンプによる雪の搬入 
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事例 B5-03：奈良県 

工事現場と川遊び体験会の開催（檜尾建設(株)） 

檜尾建設(株)は、奈良県五條土木事務所が主催する「親子で見て学ぶ工事現場見

学と川遊び in 五條市大塔」に協力し、施工中の工事現場で見学体験会を開催した。

このイベントは、県が振興計画で掲げる「訪れてみたくなる地域づくり」「住み続

けたくなる地域づくり」の取組みの一つで、親子で河川にふれあい、工事現場を体

験することで、土木の役割や素晴らしさを感じてもらうことを目的としている。 

平成 27 年度は、7 月 25 日、五條市の大塔温泉「夢乃湯」を起点に、隣接の河原

でのアマゴのつかみ獲りとバーベキューの後、同社が施工する国道 168 号辻堂バイ

パス工事の現場に移動し、見学体験会が行われた。 

当日は、奈良県内外から親子 48 人が参

加し、工事用仮設桟橋上から工事現場の

パノラマを見学した後、建設重機の試乗

体験、クイズ形式の測量体験、ドローン

による上空からの投影体験などで、土木

工事の素晴らしさ体感した。 

同社は、建設業の魅力を感じてもらう

こうしたイベントに、今後も積極的に協

力していきたいと考えている。 

 

    
              工事内容の説明                     工事用仮設桟橋上から現場見学 

    
            建設重機の試乗体験                       クイズ形式の測量体験 

 
河原でのアマゴつかみ 
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（５）啓蒙活動 

会員企業の啓蒙活動として、次の 3事例を紹介します。 

 
事例№ 都道府県 企業名等 活動内容 

B6-01 愛知県 矢作建設工業(株) 建設業のイメージアップ活動 

B6-02 富山県 安達建設(株) 建設業の女性起用と活躍推進活動 

B6-03 岡山県 (株)奥野組 河川護岸工事での啓蒙活動 

事例 B6-01：愛知県 

建設業のイメージアップ活動（矢作建設工業(株)） 

矢作建設工業(株)では、愛知県建設業協会と連携して、自社施設の見学会や建設

技術フェアへの出展をはじめ、様々な建設業のイメージアップ活動を行っている。

■自社施設での見学会・体験会 

自社の鉄道技術研修センターで技術見学会、学生の勤労体験等を実施している。

■建設業の魅力を伝える広報活動 

建設にまつわる心温まる話を集めた小冊子の配布、工事現場の職人をクローズア

ップした動画の配信とポスター制作、ＱＲコードから職種別動画を閲覧できるリク

ルート用リーフレットの制作など、独自の広報活動を展開している。 

同社は、こうした活動を通じて建設業の魅力を発信し続けることで、建設業のイ

メージを改善し、若者の入職を促進したいと考えている。 

 

    
      鉄道技術研修センター施設見学会              高校生見学会（県立稲沢高校） 

    
      中学生勤労体験（大江中学校）            建設にまつわる話を集めた小冊子 
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事例 B6-02：富山県 

建設業の女性起用と活躍推進活動（安達建設(株)） 

安達建設(株)は、女性技術者が少ない建設業の

中で、20 年前から女性技術者を採用し、現場監督

等へ起用するなど、女性の活躍を推進している。 

同社では現在、社員 64 名のうち女性が 12 名、

うち課長以上が 3 名、係長級が 6 名で、女性管理

職の比率が高くなっている。こうした状況の背景

として次のような取組みが行われている。 

■「若者応援宣言企業」として登録 

厚生労働省の「若者応援宣言企業」に登録し、

女性が応募しやすい環境づくりに努めている。 

■「くみるんマーク」の取得 

小学校就学までの育児や看護に配慮した短時間

勤務制度等、就業規則を見直し、次世代育成支援

対策推進法による「くみるんマーク」を取得した。 

■「元気とやま！子育て応援企業」に登録 

トップが子育て応援宣言と行動計画を策定し、

「元気とやま！子育て応援企業」に登録した。 

これらの活動が評価されて、平成 27 年度「女性

が輝く元気企業とやま賞」を受賞するとともに、

男女共同参画推進事業所の認定を受けた。 

さらに、この受賞がきっかけで、同社の女性技

術者の活躍の様子が就職ガイドブック等へ掲載さ

れ、ＴＶ放映されたことで、建設業で働く女性技

術者を広くアピールすることに貢献した。 

同社では、こうした取組みが、建設業界のイメ

ージアップに繋がり、若者の入職が促進されるこ

とを期待している。 

 

       
                       活躍する女性技術者                     女性専用工事用トイレ 

 
就職ガイドの紹介ページ 

 
中小企業ガイドの紹介ページ 
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事例 B6-03：岡山県 

河川護岸工事での啓蒙活動（(株)奥野組） 

(株)奥野組は、河川護岸・維持工事を通じて地域の安全に貢献するとともに、地

域住民とのふれあいを大切に考え、様々な啓蒙活動を実施している。 

堤防斜面の桜の倒木を抑制するための旭川住吉護岸工事では、平成 27 年 11 月、

桜を守る工法を分かりやすく説明した紙芝居看板を掲示し、舗道には散歩する人々

がくつろげるスペースを提供している。また、平成 28 年 3 月には、同社と発注者が

共同で桜の伐木を利用したコースターを製作し、卒業を控えた地元の岡山市立宇野

小学校 6年生に、記念品として贈呈した。 

 

    
桜を守る工法を説明した紙芝居看板 

    
   散歩者等にくつろげるスペースを提供    桜の伐木を利用したコースターの贈呈 

この他にも、平成 27 年 12 月には女性

技術者による現場パトロールを実施して

いる。これは、岡山県内及び徳島県内の

建設業に勤務する女性技術者が連携した

活動で、パトロール後は、チェック結果

をもとに、土木業界で女性が働きやすい

環境作りについて、意見交換を行った。 

同社は、これらの啓蒙活動によって、

より親しめる建設業となることを目指し

ている。 

 
女性技術者による現場パトロール 
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４．都道府県建設業協会・支部、地区協会が実施した活動 

 
協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
北海道 第 37 回建設産業交通安全 

全道大会 
9 月 27 日 札幌市（ホテル札幌ガ

ーデンパレス） 
総数 350 人 
業界 338 人 
一般 5人 
自治体 7人 

 協会創立百周年記念事業 
「ラインパウダー」寄贈 
(札幌建設業協会) 

4 月 3 日 札幌市スポーツ交流施
設「つどーむ」 

一般 7,000 人 

 協会創立百周年記念事業 
赤レンガプロジェクト「レン
ガに刻む私のまち」 
(北海道建設業協会・札幌建設
業協会共催) 

6月1日～
10月22日

北海道庁赤レンガ庁舎
前のアプローチ部分 

総数 2,220 人 
業界 40 人 
一般 2,000 人 
自治体 180 人 
総数 300 人 

 交通安全運動街頭啓発 
(札幌建設業協会) 

7 月 13 日 札幌市厚別区（国道 12
号線沿い） 

総数 300 人 
業界 100 人 
自治体 200 人 

 高校生の工事現場見学会 
札幌工業高校（土木科 2年生）
(札幌建設業協会) 

7 月 13 日 厚幌ダム建設工事（厚
真町） 

総数 88 人 
業界 5人 
一般 77 人 
自治体 6人 

 高校生の工事現場見学会 
札幌工業高校(建築科 2年生)
(札幌建設業協会) 

9 月 16 日 北広島市新庁舎建設工
事 

総数 116 人 
業界 32 人 
一般 82 人 
自治体 2人 

 高校生の父母の現場見学会 
札幌工業高校 
(札幌建設業協会) 

10 月 5 日 ㈱北海道マツダ本社新
築工事、札幌市水道局
平岸配水地工事 

総数 31 人 
業界 13 人 
一般 15 人 
自治体 3人 

 大学生の工事現場見学会 
北海道科学大学 
(札幌建設業協会) 

10 月 6 日 西 2丁目地下歩道工
事、清田通延長工事、
白川浄水場道水路建設
工事 

総数 68 人 
業界 5人 
一般 56 人 
自治体 7人 

 高専生の工事現場見学会 
函館工業高等専門学校(社会
基盤工学科 2年生) 
(函館建設業協会) 

10 月 7 日 3・4・47 文教通改良工
事 

総数 74 人 
業界 30 人 
一般 36 人 
自治体 8人 

 高校生の工事現場見学会 
函館工業高校(建築科 2年生)
(函館建設業協会) 

10月13日 函館駅前若松地区第一
市街地 
函館プリンスホテル大
沼社員寮新築工事他 

総数 47 人 
業界 3人 
一般 44 人 

 高校生の工事現場見学会 
函館工業高校(環境土木科1年
生) (函館建設業協会) 

10月20日 北海道新幹線村山トン
ネル工事 

総数 50 人 
業界 5人 
一般 45 人 

 高校生の工事現場見学会 
函館工業高校(環境土木科2年
生) (函館建設業協会)  

10月24日 函館外環状道路函館市
笹流橋上部工事、新亀
川大橋時様部工事他 

総数 48 人 
一般 42 人 
自治体 6人 

 高校生の工事現場見学会 
苫小牧工業高校（土木科） 
(室蘭建設業協会) 

9 月 9 日 日高自動車道日高町、
豊郷トンネル工事 

総数 59 人 
業界委員 14 人 
生徒 40 人 
先生 5人 

 高校生の工事現場見学会 
室蘭工業高校（土木科） 
(室蘭建設業協会) 

9 月 20 日 登別漁港-3.0m 岸壁改
良工事、日高自動車道
日高町、豊郷トンネル
工事他 

総数 34 人 
業界委員 14 人 
生徒 17 人 
先生 3人 

 建設産業安全大会 
(室蘭建設業協会)  

9 月 20 日 室蘭建設会館 業界約 230 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
北海道 高校生の工事現場見学会 

苫小牧工業高校（建築科） 
(室蘭建設業協会) 

10月13日 ウトナイ小学校校舎増
築主体工事、消防防災
訓練センター新築主体
工事他 

総数 53 人 
業界 10 人 
生徒 40 人 
先生 3人 

 日勝峠「元気な音のかけ橋」
コンサート 
(室蘭建設業協会) 

10月23日 日高町道の駅「樹海ロ
ード日高」、清水町文
化会館 

総数約 300 人 
業界約 100 人 
一般約 200 人 

 高校生の工事現場見学会 
室蘭工業高校（建築科） 
(室蘭建設業協会) 

10月25日 室蘭市立白蘭小学校新
築建築主体工事、平成
28年度東町たいわ団地
公営住宅建替建築主体
工事 

総数 51 人 
業界 11 人 
生徒 37 人 
先生 3人 

 道路クリーン作戦 
 (小樽建設協会) 

5 月 16 日 小樽市、余市町、岩内
町、黒松内町、真狩村 

総数 315 人 
業界 254 人 
自治体 61 人  

 高校生の工事現場見学会 
小樽工業高校（建築科 1年生）
(小樽建設協会) 

8 月 25 日 一般国道 229 号 積丹
町美国橋下部工事、一
般国道 5号 余市町登
川大橋下部工事他 

総数 51 人 
業界 11 人 
生徒 37 人 
先生 3人 

 高校生の建設工事現場見学会
岩見沢農業高校（農業土木科 2
年生）(空知建設業協会) 

9 月 30 日 千歳市 道央圏連絡道
路、江別市 橋梁下部工 

総数 42 人 
業界 6人 
生徒・教諭 36 人

 高校生の建設現場見学会 
留萌千望高校（2年生） 
(留萌建設協会) 

6 月 27 日 高規格道路橋上部工
事、留萌港施設 

総数 35 人 
業界 2人 
生徒 33 人 

 自衛隊陸士の現場見学会 
(旭川建設業協会) 

6 月 8 日 ロジェ北彩都 新築工
事 

総数 56 人 
業界 7人 
一般 49 人 

 高校生の現場見学会 
旭川工業（建築科 3年） 
(旭川建設業協会) 

6 月 14 日 ロジェ北彩都 新築工
事、旭川市道営住宅新
築工事 

総数 48 人 
業界 8人 
一般 40 人 

 高校生の現場見学会 
旭川工業（土木科 2年） 
(旭川建設業協会) 

8 月 26 日 天塩川サンルダム堤体
建設、道縦貫士別市タ
ヨロマ川下部工事 

総数 56 人 
業界 12 人 
一般 44 人 

 高校生の現場見学会 
旭川工業（建築科 1年） 
(旭川建設業協会) 

10月24日 旭川市公営住宅新築工
事、ビストロヴレ新築
工事 

総数 48 人 
業界 5人 
一般 43 人 

 高校生の現場見学会 
名寄産業高校（建築システム
科）(旭川建設業協会) 

11月10日 道縦貫士別市中士別南
改良、名寄市立大学図
書館新築工事 

総数 45 人 
業界 4人 
一般 41 人 

 路線バス車内で乗客に交通 
安全を啓蒙 
 (旭川建設業協会) 

1 年間 路線バス（道北バス）
の車内 

 

 流雪溝投雪ボランティア 
(旭川建設業協会) 

2 月 13 日 旭川市内中心部の国
道・道道・市道に隣接
する高齢者世帯と空き
家に面した歩道 

総数 187 人 
業界 31 人 
自治体 156 人 

 平成28年度地域防災リーダー
研修会 
(旭川建設業協会) 

9 月 21 日 旭川建設業会館 総数 49 人 
業界 27 人 
一般 22 人 

 旭川育児院 1 ヶ月早いクリ
スマス 
(旭川建設業協会) 

11月24日 旭川育児院「れんじゃ
くホーム」 

総数 108 人 
業界 5人 
一般 103 人 

 新入学児童向けに『こうつう
あんぜん』標語入り連絡用ク
リアファイルを 3,000 枚寄贈
(帯広建設業協会) 

3 月 30 日 十勝管内市町村教育委
員会 

総数 131 人 
業界 129 人 
自治体 2人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
北海道 帯広市社会福祉協議会愛情銀

行と北海道社会福祉協議会十
勝地区ボランティアセンター
へ寄付 (帯広建設業協会) 

6 月 13 日 帯広市社会福祉協議会 総数 31 人 
業界 29 人 
自治体 2人 

 東十勝ロングトレイルツア
ー、海・森・川の３ルートで
実施 
(帯広建設業協会) 

6月25日、
5月28日、
3月 26 日

豊頃町・大樹町、浦幌
町、十勝川流域 

総数 102 人 
業界 18 人 
一般 72 人 
自治体 12 人 

 簡易防塵マスク寄贈（各自治
体 500 枚） 
(帯広建設業協会) 

9 月 5 日、
9月 6日、
9月 7日 

芽室町 
新得町 
清水町 

総数 12 人 
業界 6人 
自治体 6人 

 高校生、高等技術専門学院生
の建設現場見学会 
帯広工業高校、帯広高等技術
専門学院 (帯広建設業協会)

10 月 6 日 札内福祉センター建築
現場、上士幌町生涯学
習センター建築現場 

総数 83 人 
業界 8人 
生徒・先生 75 人

 輸送繁忙期交通安全大会 
(釧路建設業協会) 

10 月 4 日 釧路センチュリーキャ
ッスルホテル 

総数 256 人 
業界 250 人 
自治体 6人 

 オホーツク管内建設産業 
安全大会 
(網走建設業協会) 

4 月 12 日 北見芸術文化ホール 総数 598 人 
会員企業 570 人 
大会役員 5人 
協会手伝 17 人 
来賓 4人 
講話講師 2人 

 高校生の建設現場実習 
北見工業高等学校 
(網走建設業協会) 

6 月 1～3
日 

網走建設管理部 
北見出張所管内事業箇
所 

総数 29 人 
生徒 20 人 
教諭 9人 

 網走開発建設部と連携して行
う高校生の現場見学会 
北見工業高等学校 
(網走建設業協会) 

6 月 23 日 網走開発建設部網走・
北見・遠軽事業箇所 

総数 42 人 
生徒 33 名 
教諭 9人 

 高校生の現場見学会 
北見工業高等学校 
(網走建設業協会) 

9 月 9 日 網走建設管理部北見出
張所管内事業箇所 

総数 44 人 
協会１人 
生徒 40 人 
教諭 3人 

 専門学校の現場見学会 
北見高等技術専門学院 
(網走建設業協会) 

9 月 21 日 北見市役所建築工事事
業箇所 

総数 23 人 
協会 3人 
生徒 17 名 
指導員 3人 

 保護者の建設現場見学会 
北見工業高等学校 
(網走建設業協会)) 

10月15日 網走建設管理部 
土木工事事業箇所、北
見市役所建築工事事業
箇所 

総数 12 人 
協会 4人 
保護者・家族 7人
教諭 1人 

 「土木の日」イベントのグッ
ツ配付（市民向け） 
(稚内建設協会) 

8 月 7 日 稚内市副港市場 総数 800 人 
業界 20 人 
一般 4人 

 インターンシップの受け入れ
(稚内大谷高等学校 11 名)  
(稚内建設協会) 

8 月 24～
26 日 

稚内市道営住宅新築工
事現場 

総数 32 人 
業界 12 人 
一般 11 人 

 インターンシップの受け入れ
(道立稚内高等学校 3 名)  
(稚内建設協会) 

10月 25～
27 日 

稚内市豊頃町徳満防雪
作設置ほか一連工事 

総数 5人 
業界 2人 
一般 3人 

青森 高校生による建設現場見学会 10 月 7日 鰺ヶ沢消防署、はるか
夢球場 

総数 39 人 
業界 2人 
一般 35 人 
自治体 2人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
青森 高校生による建設現場見学会 10月12日 三沢市中央町金矢線街

路、馬淵川浄化センタ
ー 

総数 53 人 
業界 2人 
一般 37 人 
自治体 4人 

 高校生による建設現場見学会 10月25日 三沢市国際交流スポー
ツセンター、東北町武
道館 

総数 38 人 
業界 2人 
一般 34 人 
自治体 2人 

 「川でふれあい建設フェア」
での重機試乗体験等 
(中弘南黒支部) 

7 月 16 日 岩木川河川敷 総数 783 人 
業界 76 人 
一般 700 人 
自治体 7人 

 建設現場の親子見学会 
(東青支部) 

8 月 10 日 青森港浜町緑地、天田
内川 

総数 52 人 
業界 2人 
一般 40 人 
自治体 10 人 

岩手 高校生対象の体験実習 
(青年部連絡協議会花巻支部)

9 月 30 日 岩手県立花巻農業高校 総 数 74 人 
業界 30 人 
一般生徒 44 人 

宮城 献血推進活動 
(仙建協、仙南、名亘、塩釜、
大崎、栗原、登米、石巻、気
仙沼支部) 

4 月 12～
15 日・19
～20 日・
26 日、 
6 月 6 日、
10 月 7・
14・19 日

宮城県建設産業会館並
びに各支部等 

総数 551 人 

 高校生の現場実習 
(仙建協、仙南、名亘、大崎、
石巻) 

6 月 28～
30 日、 
7 月 6～8
日・26～
28 日、 
10月 4～6
日・12～
14 日 

仙建協会員企業現場並
びに各支部会員企業現
場 

総数 200 人 

 全国建設青年の日制定事業
（清掃活動） 
(宮城県建設業青年会) 

7 月 28 日 宮城県宮城郡利府町
（宮城スタジアム付
近） 

総数 80 人 

 夏休み2016宿題☆自由研究大
作戦 

7 月 29～
30 日 

夢メッセみやぎ 総数 5,600 人 

 大相撲仙台場所特別協賛 8 月 12～
13 日 

仙台市体育館 総数 3,000 人 

 2016 夏休み！小学生と保護者
の建設現場見学会 

8 月 19 日 名取市閖上字東須賀
（閖上漁港広浦橋） 

総数 30 人 

 みんなでつくる3Aの防災林植
樹活動 

10月22日 岩沼市寺島字川向地内 総数 170 人 

 中学生の体験型現場見学会 
(宮城県建設業青年会) 

11月 15～
18 日 
(予定含) 

宮城県建設業青年会会
員企業現場並びに事務
所等 

総数 32 人 
業界 30 人 
一般 2人 

福島 第 4回親子建設現場見学会 7 月 29 日 会津若松市等（復興公
営住宅建設工事現場、
大内宿、大川ダム他） 

一般 33 人 

 道路ふれあい月間清掃奉仕活
動 (各支部等) 

8 月 10 日 各支部所管の主要幹線
道路 

業界 2,189 人 

 高校生等の建設工事現場見学
会 (県内 13 高校、1大学) 

6 月～11
月 

県内建設工事現場（建
築 3件、土木 5件等） 

一般 494 人 

 高校生の現場実習 
(県内 13 高校) 

7 月～10
月 

会員企業延べ 116 社 一般 335 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
茨城 高校生の建設現場見学会 10 月 7 日 土浦市新図書館・ギャ

ラリー等建設工事、小
中一貫校工事建設工事 

業界 5人 
生徒 23 人 

 専門学校の建設現場見学会 10 月 7 日 国道 118 号道路改良工
事、茨城港常陸那珂港
区次期処分場ケーソン
製作工事他 

業界 4人 
生徒 6人 

 専門学校の建設現場見学会 10月12日 国道 349 号橋梁上部工
事（幸久大橋）、高萩
市役所新庁舎建設工事 

業界 5人 
生徒 35 人 

 高校生の建設現場見学会 10月13日 高萩市役所新庁舎建設
工事 

業界 5人 
生徒 36 人 

 高校生の建設現場見学会 10月20日 土浦市新図書館・ギャ
ラリー等建設工事 

業界 5人 
生徒 40 人 

 高校生の建設現場見学会 10月21日 砂防堰堤工事、圏央道
橋梁上部工事 

業界 5人 
生徒 37 人 

 大学生の建設現場見学会 10月26日 国道 118 号道路改良工
事、茨城港常陸那珂港
区次期処分場ケーソン
製作工事他 

業界 5人 
生徒 32 人 

 建設フェスタ 2016 10月30日 笠松運動公園 
（入場者数 20,000 人） 

総数 743 人 
参加団体 34 人 
一般 8団体 
自治体 4団体 

 「道の日」清掃活動 
(水戸支部) 

8 月 10 日 国、県、市道等周辺 会員 79 社 159 人
自治体 45 人 

 第 34 回愛の献血会 
(水戸支部) 

9 月 21 日 茨城県建設技術研修セ
ンター 

業界 131 人 

 除草作業、花壇整備 
(常陸太田支部) 

7 月 15 日 国道 349 号、山吹運動
公園 

業界 26 人 

 「道の日」清掃活動 
(常陸太田支部) 

8 月 10 日 国、県、市道等周辺
（108.7km） 

会員 22 社 

 「道の日」清掃活動 
(常陸大宮支部) 

8 月 10 日 国、県、市道等周辺
（47.3km） 

会員 60 社 85 人 

 ドクターヘリランデブーポイ
ント整備、緑化整備作業 
(大子支部) 

3 月 8 日、
3月 17 日

久慈郡大子町槙野地
2469 大子おやき学校
（旧槙野地小学校） 

総数 40 人 
会員 19 社 27 人 
一般 10 人 
自治体 3人 

 特定外来生物「オオキンケイ
ギク」の駆除作業、国道沿花
壇の除草作業 (大子支部) 

5 月 26 日 国道 118 号沿道 上小
川地区、国道 118 号池
田地区 

会員 19 社 40 人 

 「道の日」清掃活動 
(大子支部) 

8 月 11 日 国、県、市道等周辺
（166.9km） 

会員 19 社 101 人

 「道の日」清掃活動 
(高萩支部) 

8 月 11 日 国、県、市道等周辺 会員 43 社 156 人
自治体 30 人 

 「道の日」清掃活動 
(鉾田支部) 

8 月 11 日 国、県、市道等周辺 会員 40 社 80 人 
一般 25 人 
自治体 25 人 

 神栖高校生を対象としたイン
ターシップ 
(潮来支部) 

6 月 16～
17 日 

液状化現場見学 
国道 124 号線の 6車線
化工事、配水管布設（耐
震化）工事 

総数 21 人 
業界 12 人 

 鹿行地区建設業安全大会 
(潮来支部) 

6 月 15 日 神栖市平泉コミニュテ
ィセンター 

総数 250 人 
業界 239 人 

 「道の日」清掃活動 
(潮来支部) 

8 月 11 日 国、県、市道等周辺 会員 51 社 108 人
自治体 93 人 



 －50－

協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
茨城 「道の日」清掃活動 

(竜ヶ崎支部) 
8 月 11 日 国、県、市道等周辺

（4.0km） 
会員 45 社 72 人 
自治体 30 人 

 献血ボランティア活動 
(竜ヶ崎支部) 

10 月 1 日 龍ヶ崎市保健センター 業界 110 人 

 「道の日」清掃活動 
(土浦支部) 

8 月 11 日 国、県、市道等周辺
（710.0km） 

会員 67 社 3 分会
410 人 
自治体 9団体 

 「道の日」清掃活動 
(筑西支部) 

8 月 11 日 国、県、市道等周辺
（139.1km） 

会員 44 社 212 人

 献血 
(常総支部) 

6 月 20 日 筑西支部駐車場及び 1
階会議室 

総数 73 人 
業界 69 人 
一般 4人 

 「道の日」清掃活動 
(常総支部) 

8 月 11 日 国、県、市道等周辺
（1.3km） 

会員 44 社 55 人 
自治体 10 人 

 「道の日」清掃活動 
(境支部) 

8 月 11 日 国、県、市道等周辺
（112.8km） 

会員 50 社 250 人
自治体 4団体 

 建設ふれあいまつり IN 境 
(境支部、建設未来協議会県西
地区会) 

8 月 27 日 境町利根川河川敷船着
場 

総数 1,200 人 
業界 80 人 
一般 1,100 人 
自治体 20 人 

栃木 「鹿沼さつきマラソンに伴う
クリーンアップ作戦」 
(鹿沼支部) 

5 月 7 日 集合場所：まちの駅
「新・鹿沼宿」 
清掃場所：鹿沼市内（さ
つきマラソンコース） 

総数 200 人 
業界 50 人 
一般 60 人 
自治体 90 人 

 愛ロード（清掃活動） 
(日光支部) 

5 月～10
月までの
各月 1回 

一般国道 119・120 号
（日光市松原町から本
町地内） 

業界 135 人 

 チャリティーフリーマーケッ
ト 
(青年経営者連合会那須支部
青年の会) 

9 月 25 日 道の駅 東山道伊王野 総数 110 人 
業界 10 人 
一般 100 人 

 総合学習支援活動 
(青年経営者連合会那須支部
青年の会) 

10 月 3 日 大田原市立佐良土小学
校 

総数 45 人 
業界 10 人 
一般 35 人 

 総合学習支援活動 
(青年経営者連合会安蘇支部
青年の会) 

10 月 5 日 佐野市立戸奈良小学校 総数 49 人 
業界 9人 
一般 40 人 

 「渡良瀬川クリーン運動」渡
良瀬川の清掃ボランティア 
(足利支部) 

5 月 8 日 田中橋右岸 業界 25 人 

 「愛リバーとちぎ」道路、河
川の清掃活動及び美化活動 
(足利支部)  

5月27日、
7月 1日、
8月19日、
10月14日

袋川右岸大月橋下流、
矢場川西新井町防災ス
テーション、蓮台寺川
五十部町浄化施設、蓮
台寺川今福町河川公園 

(各日) 
業界 23 人 
業界 25 人 
業界 24 人 
業界 24 人 

 「足利織姫神社清掃」足利織
姫神社清掃境内の清掃ボラン
ティア  (足利支部) 

6 月 17 日 足利織姫神社 業界 28 人 

 「足利花火大会道路クリーン
作戦」 (足利支部) 

8 月 4 日 足利市内の県道、市道 業界 32 人 

群馬 第 29 回道路クリーン作戦 5 月 30 日 県下一斉、拠点:太田 業界 1,901 人 
自治体約 30 人 

 まえばし道路フェア 2016 
(前橋支部) 

8 月 21 日 前橋敷島公園バラ園駐
車場 

業界 50 人 

 第 8 回公園クリーン作戦 
(前橋支部) 

10月26日 前橋公園 業界 70 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
群馬 桐生市堀マラソン大会事前清

掃 (桐生支部) 
2 月 14 日 桐生市内 業界 50 人 

 桐生八木節祭り後清掃ボラン
ティア (桐生支部) 

8 月 8 日 桐生市内 業界 50 人 

 広域幼稚園・保育園への砂入
れボランティア (桐生支部)

11 月 9 日 桐生・みどり市内 業界 12 人 

 伊勢崎花火大会後の清掃活動
(伊勢崎支部) 

9 月 11 日 伊勢崎市内 業界 70 人 

 保育園への砂入れボランティ
ア 
(太田支部青年経営者部会) 

6月21日、
11月14日

太田市内 （各日） 
業界 12 人 
業界 12 人 

 渋川市総合防災訓練 
(渋川支部) 

11月13日 渋川市内 業界 15 人 

 沼田市地域防災訓練 
(沼田支部) 

11月20日 沼田市内 業界 4人 

 安政遠足マラソン会場設営・
出店等ボランティア 
(安中支部) 

5 月 7 日 安中市内 業界 7人 

 群馬県総合防災訓練 
(館林支部) 

9 月 3 日 館林市内 業界 30 人 

 館林・邑楽の川大掃除 
(館林支部) 

11月24日 館林・邑楽郡内 総数 80 人 

埼玉 東松山市材木町地内清掃活動
(比企支部) 

5 月 28 日 東松山市材木町地内 総数 40 人 
業界 20 人 
自治体 20 人 

 新河岸川他浄化運動 
(川越支部) 

6 月 26 日 新河岸川流域 総数 650 人 
業界 85 人 

 川口たたら祭りにおける建設
機械展示 
(さいたま支部) 

8 月 6～7
日 

川口オートレース場 総数 1,000 人 
業界 15 人 

 ふじみ野市総合防災訓練への
協力 
(川越支部) 

8 月 28 日 ふじみ野市役所内 総数 8,000 人 
業界 10 人 

 熊谷ふるさとの森づくりの会
第 12 回育樹祭への協力 
(大里支部) 

10 月 1 日 熊谷市スポーツ文化村 総数 160 人 
業界 20 人 

千葉 地元小学生を対象とした現場
見学会と重機操作体験会 
(香取支部) 

平成 27年
12 月 8 日

香取市東部土地改良区
（府馬工区：香取市長
岡） 

総数 90 人 
業界 25 人 
一般 60 人 
自治体 5人 

 地元小学生を対象とした「建
設業」に関する出張授業 
(君津支部) 

1 月 13 日 木更津市立畑沢小学校 総数 150 人 
業界 2人 
一般 145 人 
自治体 2人 

 地元小学生を対象とした「建
設業」に関する出張授業 
(千葉支部) 

1 月 14 日 千葉市立弥生小学校 総数 25 人 
業界 2人 
一般 20 人 
自治体 2人 

 地元小学生を対象とした「建
設業」に関する出張授業 
(京葉支部) 

1 月 18 日 船橋市立三咲小学校 総数 150 人 
業界 2人 
一般 145 人 
自治体 2人 

 地元小学生を対象とした「建
設業」に関する出張授業 
(東葛支部) 

1 月 20 日 松戸市立牧野原小学校 総数 125 人 
業界 1人 
一般 120 人 
自治体 2人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
千葉 地元小学生を対象とした「建

設業」に関する出張授業 
(東葛支部) 

1 月 20 日 柏市立手賀西小学校 総数 50 人 
業界 1人 
一般 45 人 
自治体 2人 

 舞浜高潮堤防護岸の清掃ボラ
ンティア 
(京葉支部) 

4 月 17 日 江戸川左岸河川敷（浦
安市舞浜３丁目地先） 

総数 90 人 
業界 25 人 
一般 60 人 
自治体 5人 

 「匝瑳市ゴミゼロ運動」の清
掃ボランティア 
(八日市場支部) 

5 月 29 日 匝瑳市内一円 総数 8,000 人 
業界 30 人 
一般 7,500 人 
自治体 250 人 

 水防訓練、応急手当訓練 
(銚子支部) 

6 月 6 日 唐子町公園（銚子市） 総数 40 人 
業界 20 人 
一般 20 人 

 水防訓練、ロープワーク 
(八日市場支部) 

6 月 7 日 圏央道横芝光 iC 入口
周辺（銚子連絡道路建
設予定地） 

総数 75 人 
業界 60 人 
一般 15 人 

 水防訓練、ロープワーク 
(館山支部) 

6 月 10 日 平久里川右岸河口部
（館山市正木地先） 

総数 75 人 
業界 50 人 
一般 25 人 

 水防訓練 
(東葛支部) 

6 月 14 日 柳原排水機場敷地内
（市川市、松戸市） 

総数 90 人 
業界 25 人 
一般 65 人 

 支部管内の道路清掃活動 
(北総支部) 

6 月 14 日 成田市、佐倉市、印西
市等 

業界 50 人 

 地元小学生を対象とした重機
操作体験会 
(青年部会、館山支部) 

6 月 16 日 鋸南町立鋸南小学校 総数 350 人 
業界 55 人 
一般 290 人 
自治体 5人 

 「海開き」前の海岸周辺清掃
活動 
(山武支部) 

6 月 20 日 白里中央海岸周辺（大
網白里市） 

総数 140 人 
業界 30 人 
一般 80 人 
自治体 30 人 

 水防訓練、清掃活動 
(香取支部) 

6 月 30 日 黒部川河川敷（香取市
小見川地先） 

総数 100 人 
業界 40 人 
一般 60 人 

 「海水浴」「花火大会」前の
海岸周辺清掃活動 
(君津支部) 

7 月 1 日 富津市下津海岸 総数 80 人 
業界 50 人 
一般 10 人 
自治体 20 人 

 小中学校通学路周辺の除草・
清掃活動 
(香取支部青年部会) 

7 月 1 日 香取市立山田小・中学
校通学路（香取市府馬、
長岡地先） 

業界 15 人 

 「さんさんフェスタ 2016」に
おける建設重機体験会 
(八日市場支部) 

7 月 2 日 そうさ記念公園（匝瑳
市） 

総数 1,100 人 
業界 30 人 
一般 1,000 人 
自治体 70 人 

 「海開き」前の海岸周辺清掃
活動 
(銚子支部) 

7 月 3 日 矢指ヶ浦海岸、飯岡海
水浴場周辺（旭市） 

総数 190 人 
業界 40 人 
一般 100 人 
自治体 50 人 

 水防訓練 
(市原支部) 

7 月 3 日 養老川河川敷（市原市
岩崎地先） 

総数 290 人 
業界 15 人 
一般 250 人 
自治体 25 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
千葉 水防訓練 

(京葉支部) 
7 月 8 日 県葛南土木事務所隣接

地（船橋市浜町 2丁目
地先） 

総数 70 人 
業界 40 人 
自治体 30 人 

 「海開き」前の海岸周辺清掃
活動 
(千葉支部) 

7 月 9 日 稲毛海浜公園海水浴場
周辺（千葉市美浜区） 

総数 550 人 
業界 500 人 
一般 50 人 

 「海開き」前の海岸周辺清掃
活動 (夷隅支部) 

7 月 12 日 部原海岸（勝浦市部原
地先） 

業界 30 人 

 水防訓練 
(夷隅支部) 

7 月 12 日 文化とスポーツの森敷
地内（いすみ市深谷地
先） 

総数 110 人 
業界 30 人 
自治体 80 人 

 道路、河川、海岸の清掃、伐
採、除草、堆積土砂除去など
(館山支部) 

7 月 12 日 館山市、南房総市、鋸
南町管内 

総数 80 人 
業界 75 人 
自治体 80 人 

 水防訓練 
(君津支部) 

7 月 12 日 小櫃川河川敷（木更津
市下望陀地先） 

総数 90 人 
業界 20 人 
自治体 70 人 

 県道の草刈り、竹伐採、清掃
活動 (長生支部) 

7 月 12 日 県道千葉茂原線（茂原
市～長生郡長柄町） 

業界 70 人 

 水防訓練 
(山武支部) 

7 月 13 日 圏央道横芝光 iC 入口
周辺（銚子連絡道路建
設予定地） 

総数 80 人 
業界 20 人 
自治体 60 人 

 松島再生プロジェクトに伴う
竹木伐採、除草活動 
(鴨川支部) 

7 月 14 日 松島対岸の県道下の斜
面林（鴨川市） 

総数 40 人 
業界 25 人 
自治体 15 人 

 支部管内の道路清掃活動 
(市原支部) 

7 月 14 日 国道 297 号 BP，主要地
方道五井本納線（市原
市内） 

業界 50 人 

 関東技術事務所主催の｢夏休
みこども体験教室 2016」に重
機など提供 
(東葛支部青年部会) 

7 月 29 日 国土交通省関東技術事
務所（松戸市） 

総数 560 人 
業界 30 人 
一般 500 人 
自治体 30 人 

 「柏まつり 2016」における重
機体験乗車会 
(東葛支部) 

7 月 30 日 柏駅東口中心街（柏市） 総数 750 人 
業界 50 人 
一般 700 人 

 「花火大会」前の海岸周辺清
掃活動 (館山支部青年部会)

8 月 5 日 館山夕日桟橋（館山市） 業界 15 人 

 「花火大会」後の会場周辺清
掃活動 (東葛支部) 

8 月 7 日 江戸川河川敷（松戸市） 業界 60 人 

 水防訓練、土のう寄贈 
(鴨川支部) 

8 月 9 日 鴨川建設会館駐車場
（鴨川市） 

総数 50 人 
業界 45 人 
自治体 5人 

 水防訓練、情報収集・伝達訓
練 
(千葉支部) 

8 月 24 日 県立幕張海浜公園（千
葉市美浜区浜田地先） 

総数 85 人 
業界 60 人 
自治体 25 人 

 「九都県市合同防災訓練」に
参加 
(長生支部) 

8 月 27 日 富士見公園（茂原市） 総数 5,000 人 
業界 25 人 
一般 1,000 人 
自治体 4,000 人 

 銚子漁港周辺の環境美化活動
(銚子支部に所属する企業７
社) 

8 月 31 日 銚子漁港第１区中堤防
（銚子市） 

総数 260 人 
業界 55 人 
一般 200 人 
自治体 5人 

 「県土整備部震災訓練」に参
加 
(県土整備部) 

9 月 1 日 県内各地 総数 1,300 人 
業界 800 人 
自治体 500 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
千葉 地元小学生を対象とした重機

操作体験会 
(青年部会、京葉支部) 

9 月 16 日 市川市立富美浜小学校 総数 260 人 
業界 55 人 
一般 200 人 
自治体 5人 

 「九十九里トライアスロン大
会」前の河口周辺清掃活動 
(長生支部) 

9 月 17 日 一宮川河口周辺（長生
郡一宮町） 

総数 500 人 
業界 30 人 
一般 420 人 
自治体 50 人 

 「匝瑳市総合防災訓練」に参
加 
(八日市場支部) 

9 月 25 日 八日市場第二中学校
（匝瑳市） 

総数 100 人 
業界 25 人 
一般 50 人 
自治体 25 人 

 高校生を対象に出前授業（建
機操作体験会） 
(館山支部青年部会) 

9 月 26 日 県立安房拓心高等学校
（南房総市） 

総数 75 人 
業界 25 人 
一般 50 人 

 上流から流下して堆積した竹
木等の除去 
(君津支部) 

9 月 27 日 小櫃堰周辺（木更津市
牛袋地先） 

総数 70 人 
業界 25 人 
一般 20 人 
自治体 25 人 

 国道 126 号の車歩道清掃活動
(山武支部) 

9 月 27 日 山武郡横芝光町内 総数 110 人 
業界 100 人 
自治体 10 人 

 「銚子マリーナトライアスロ
ン大会」前の会場周辺清掃活
動 
(銚子支部) 

9 月 28 日 銚子マリーナ海水浴場
周辺（銚子市潮見地先） 

総数 100 人 
業界 30 人 
一般 20 人 
自治体 50 人 

 「ちばアクアラインマラソン
2016」前の会場周辺清掃活動
(君津支部) 

10 月 4 日 木更津市内と袖ケ浦市
内のコースに設定され
ている県道 

総数 150 人 
業界 100 人 
自治体 50 人 

 「大相撲匝瑳場所巡業」の会
場設営活動（土俵づくり） 
(八日市場支部) 

10月 4～5
日 

八日市場ドーム（匝瑳
市） 

総数 140 人 
業界 30 人 
一般 100 人 
自治体 10 人 

 地元小学生を対象とした「建
設業」に関する出張授業 
(東葛支部) 

10月24日 柏市立風早南部小学校 総数 60 人 
業界 1人 
一般 55 人 
自治体２人 

 地元小学生を対象とした重機
操作体験会 
(北総支部青年部会) 

10月25日 成田市立下総みどり学
園 

総数 85 人 
業界 25 人 
一般 60 人 

 地元小学生を対象とした「建
設業」に関する出張授業 
(千葉支部) 

10月26日 千葉市立海浜打瀬小学
校 

総数 130 人 
業界 1人 
一般 125 人 
自治体 2人 

東京 「耐震化相談窓口」の設置 随時 東京建設業協会内  
 東京都建設系高校生作品コン

ペティション 2015 
平成 27年
12月 4～5
日 

新宿駅西口広場イベン
トコーナー 

一般約 7,000 人 

 高校生の建設現場見学会 
（都立蔵前工業高等学校） 

6 月 29 日 目黒駅前地区第一種市
街地再開発事業施設建
築物新築工事 

生徒・教員 37 人

 高校生の建設現場見学会 
（都立葛西工業高等学校） 

7 月 13 日 清水建設㈱技術研究
所、東京ビックサイ
ト：東側仮設展示場の
建設事業 

生徒・教員 68 人
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
東京 高校生の建設現場見学会 

（日本工業大学駒場高校） 
7 月 22 日 ㈱安藤・間技術研究所、

日本青年館・日本スポ
ーツ振興センター本部
棟新営工事 

生徒・教員 22 人

 高校生の実習体験 
（都立蔵前工業高校/都立工
芸高校/都立総合工科高校） 

8 月 22～
25 日 

富士教育訓練センター 生徒・教員 28 人

 高校生の建設現場見学会 
（都立総合工科高校） 

10月14日 清水建設㈱技術研究
所、新東京武田ビル新
築工事 

生徒・教員 37 人

神奈川 たまがわ水辺の教室 2016 
(川崎建設青年会、川崎建設業
協会) 

9 月 18 日 川崎市内多摩川河口付
近 

総数 250 人 
業界 20 人 
一般 220 人 
自治体 10 人 

 よこすか建設フェスタ 
(横須賀建設業協会) 

6 月 5 日 ソレイユの丘 総数約 4,000 人 
業界 250 人 
一般 3,800 人 
自治体 20 人 

 藤沢駅周辺清掃活動 
(藤沢市建設業協会、藤沢支
部) 

9 月 27 日 藤沢駅周辺 業界 45 人 

 ちがさき消防防災フェスティ
バル 2016 
(茅ヶ崎建設業協会) 

10月23日 TOTO㈱茅ヶ崎工場 総数約 5,000 人 
業界 400 人 
一般 4,500 人 
自治体 100 人 

 平塚市緑化まつり 
＊苗木の無料配布 
＊土木に関する相談会 
(平塚市建設業協会、平塚支
部) 

4 月 29 日 平塚市内  

 平塚駅周辺清掃活動 
(平塚市建設業協会、平塚支
部) 

7 月 20 日 平塚駅周辺 業界 80 人 

 年末工事安全パトロール 
(伊勢原建設業協会、伊勢原支
部) 

12月24日 伊勢原市内 業界 27 人 

 県管理施設の安全点検パトロ
ール 
(伊勢原建設業協会、伊勢原支
部) 

6 月 23 日 伊勢原市内 業界 11 人 

 草刈りボランティア 
(伊勢原建設業協会、伊勢原支
部) 

7 月 26 日 伊勢原市内 業界 85 人 

 市管理施設の安全点検パトロ
ール 
(伊勢原建設業協会、伊勢原支
部) 

8 月 3 日 伊勢原市内 業界 5人 

 伊勢原道観光道灌祭り 
(伊勢原建設業協会、伊勢原支
部) 

10月 1～2
日 

伊勢原市内 総数 1,070 人 
業界 70 人 
一般 1,000 人 

 えびなクリーン作戦 
(海老名市建設業協会) 

5 月 22 日 海老名市内の小学校区 総数約 450 人 
業界 20 人 

 工事安全パトロール 
(海老名市建設業協会) 

12 月 7 日 海老名市内 総数 38 人 
業界 20 人 
自治体 18 人 

 春の公園せせらぎ祭り 
(海老名市建設業協会) 

5 月 21 日 海老名市内 業界 4人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
山梨 平成28年度建設業合同企業説

明会・セミナー 
7 月 14 日 ベルクラシック甲府

（甲府市） 
総数 121 人 
企業 17 社 
生徒 95 人 
教師 9人 

 平成28年度広域応援業務に関
する情報伝達訓練 

9 月 9 日 山梨県建設会館 
（甲府市） 

総数 18 人 
業界 16 人 
自治体 2人 

 第 2 回建設まつり  
（第 4回建設安全まつり） 
 

10月10日 アイメッセ山梨 ABC ホ
ール・屋外展示場 
（甲府市） 

総数 3,000 人 
業界 260 人 
一般 2,733 人 

 平成28年度高校生建設現場見
学会 

平成 27年
12 月～平
成28年10
月（14 回）

川崎民家園（川崎市）、
江戸東京たてもの園
（小金井市）、明治村
（犬山市）ほか 

総数 576 人 
生徒 527 人 
教師 49 人 

 平成 28 年度高校生建設実習 平成 27年
12 月～平
成 28 年 8
月（6回）

会員企業他 総数 191 人 
企業 59 社 
生徒 132 人 

 緊急無線機の体制の常設及び
訓練 
(甲府地区建設業協会) 

通年 
訓練：7月
11 日、10
月 27 日 

中北建設事務所、管内
市町役所、会員企業、
甲府地区建設業協会 

総数 110 人 
業界 98 人 
自治体 10 人 

 ジャーマンアイリス手入れ 
(甲府地区建設業協会) 

7 月 1 日 甲府市荒川河川敷 業界 93 人 

 竜王駅北口ポケットパーク草
刈・整備作業 
(甲府地区建設業協会) 

9 月 27 日 甲斐市竜王新町、甲斐
市大下条地内 

総数 80 人 
業界 77 人 
自治体 3人 

 東山梨地区広域防災の相互協
力に関する協定の調印式 
(塩山建設業協会) 

7 月 26 日 塩山建設業協会  総数 43 人 
業界 28 人 
一般 5人 
自治体 10 人 

 建設防犯青色パトロール 
出発式及びパトロール 
(塩山建設業協会) 

8 月 4 日 出発式：日下部警察署 
パトロール：日下部警
察署から甲州市・山梨
市全域 

総数 81 人 
業界 31 人 
一般約 50 人 

 あけぼの医療福祉センター奉
仕作業 
(峡北地区建設業協会青年部
会) 

10 月 6 日 韮崎市旭町上条南割、
あけぼの医療福祉セン
ター 

業界 9人 

 国道 141 号線須玉バイパス除
草作業(峡北地区建設業協会)

6 月 20～
30 日 

韮崎市穴山町・中田町、
北杜市須玉町地内 

業界 157 人 

 川に親しみ水辺にふれあう運
動 
(峡北地区建設業協会) 

7 月 6 日 一級河川釜無川（韮崎
市水神一丁目～穴山
町） 

総数 200 人 
業界 47 人 
一般 125 人 
自治体 28 人 

 地震防災訓練（防災備蓄倉庫
の備蓄資機材の確認及び搬出
訓練） 
(峡北地区建設業協会) 

7 月 6 日 防災備蓄倉庫（韮崎市
武田橋右岸下流） 

総数 29 人 
業界 13 人 
自治体 16 人 

新潟 高校生現場見学会 8 月～11
月 

新潟駅立体交差事業・
栗ノ木道路改良工事
（新潟市）、大谷ダム・
八十里越工事現場（三
条市）他 

4 校合計 
高校生 125 人 

 小学生現場見学会 9 月～11
月 

大河津資料館・大河津
分水路可動堰（長岡市） 

9 校合計 
小学生 548 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
新潟 建設業！魅力発見ツアー（高

校生現場説明会）(村上支部)
7 月 15 日 日東道荒川 PA、290 号

改良工事 
高校生 33 人 
会員 18 人 

 「村上・笹川流れ国際トライ
アスロン大会」スイム会場の
清掃・整備活動 (村上支部)

9 月 9 日 瀬波海水浴場 会員 42 人 

 土木体験学習会（ダム見学、
自然観察等）(新津支部) 

9 月 23 日 早出川ダム 小学生 39 人 
会員 17 人 

 「狐の嫁入り行列」清掃活動
(津川支部) 

4 月 28 日 阿賀町津川地区内 会員 31 人 

 つがわ狐の里がえり市（建設
機械の展示・試乗体験） 
(津川支部) 

10 月 2 日 阿賀町津川地区内 会員 5人 

 新潟まつり「道路ふれあいコ
ーナー」（建設機械の試乗体
験等）(新潟支部) 

8 月 6 日 万代シティ 会員 11 人 

 にいがたし下水道まつり（建
設機械の体験乗車） 
(新潟支部) 

9 月 10 日 新潟市古町モール 会員 10 人 

 けやき通りクリーンアップ作
戦 (新潟支部) 

11月19日 新潟駅南けやき通り 会員 35 人 
小学生等 

 「建築からくりクイズラリ
ー」運営協力 (新潟支部) 

11月23日 新潟市八千代保育園 会員 7人 

 川づくり研修会（稚魚放流、
パンフレット作成配布） 
(三条支部) 

3 月 8 日 加茂川河川敷 小校生 42 人 
会員 28 人 

 環境美化運動 
(三条支部) 

5 月 14 日 田上町地内の国・県道 一般 100 人 
会員 17 人 

 Team Eco Action in 三条総合
運動公園 清掃活動 
(三条支部) 

10 月 1 日 三条市三条総合運動公
園 

一般 110 人 
会員 5人 

 三条スポーツゴミ拾い大会
(環境美化活動）(三条支部) 

10 月 8 日 三条市役所周辺 一般 200 人 
会員 4人 

 道路除雪ＰＲ（除雪機械・パ
ネル展示）(三条支部) 

10月16日 三条市「いい湯らてい」 一般 600 人 
会員 9人 

 第 27 回土木フェスティバル
（防災用機械・パネル展示、
現場見学会）(長岡支部) 

10月16日 国営越後丘陵公園 一般 11,747 人 
会員 7人 

 交通安全教室（大型ダンプ巻
き込み事故の実演） 
(小千谷支部) 

6 月 18 日 小千谷中学校 中学生 85 人 
会員 3人 

 土木フェア（建設機械・パネ
ル展示）(魚沼支部) 

10月15日 響きの森公園 会員 15 人 

 十日町雪まつり雪上カーニバ
ル会場舞台制作 
(十日町支部) 

1 月 25 日
～2月 29
日 

城ヶ丘ピュアランド特
設会場 

一般 27,000 人 
会員 31 人 

 中学生への建設業 PR 
(十日町支部) 

7 月 12 日 吉田中学校 中学生 21 人 
会員 8人 

 「土木の日」ふれあい・体験
パークとおかまち（建設機械
の試乗体験・パネル展示） 
(十日町支部) 

10月15日 越後妻有交流館キナー
レ 

一般 6,300 人 
会員 31 人 

 塩沢商工土木施工技術実習協
力 
(六日町支部) 

4月8日～
10月19日
（18 回）

 会員 47 人 

 魚野川環境美化運動 
(六日町支部) 

8 月 3 日 魚野川河川敷 会員 43 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
新潟 土木フェア（地域への PR・啓

発活動）(六日町支部) 
10 月 9 日 八色の森公園 会員 21 人 

 不法投棄禁止啓発看板設置 
(柏崎支部) 

6 月 24 日 東の輪海岸 会員 12 人 

 不法投棄廃棄物撤去活動 
(安塚支部) 

6 月 9 日 上越市牧区県道脇 一般 50 人 
会員 9人 

 うらスポマラソン大会（エイ
ドステーション運営） 
(安塚支部) 

6 月 19 日 上越市浦川原区 一般 600 人 
会員 7人 

 牧っこ秋祭り運営ボランティ
ア (安塚支部) 

11 月 3 日 上越市牧区公民館 会員 6人 

 建設業ＰＲ出前講座 
(上越支部) 

4月～7月 上越総合技術高校、高
田農業高校 

高校生 257 人 
会員 6人 

 建設業ＰＲ現場見学会 
(上越支部) 

7 月～10
月 

 高校生 144 人 
会員 6人 

 こども仕事塾（小型建設機械
操縦体験）(上越支部) 

8 月 27 日 上越テクノスクール 一般 1,031 人 
会員 12 人 

 まちづくりと土木・建設フェ
ア（建設機械の試乗体験等）
(糸魚川支部) 

10 月 1 日 糸魚川建設会館 一般 1,096 人 
会員 60 人 
自治体 10 人 

 一日美化デー（海岸・海水浴
場の清掃）(佐渡支部) 

8 月 17 日 両津外海府地区海岸及
び海水浴場 

会員 4人 

 工事現場見学会 
(佐渡支部) 

7 月 8 日、
10 月 7 日

  高校生 40 人 
中学校 59 人 

長野 豪雪対応除雪機械運転講習会
(長野県建設業協会・ 
南佐久支部・佐久支部) 

3 月 24 日 麦草峠 
白駒池 

総数 84 人 
業界 68 人 
自治体 16 人 

 小満祭はたらく車展示・試乗
(南佐久支部) 

5 月 22 日 佐久市臼田 千曲川臼
田橋 

総数多数 
業界 33 人 
一般 100 人 

 高校生現場見学会 
(佐久・南佐久支部) 

6 月 8 日 中部横断自動車道佐久
穂地区改良 6工事、小
海町居久保沢砂防堰堤 

総数 26 人 
業界 4人 
生徒 17 人 
引率 2人 
自治体 3人 

 菊でいっぱい運動 
(南佐久支部) 

平成 26年
から年間
通して 

事務所横の畑、協会員
及び地域の自治体、中
学校、高校、駅等 

業界 22 人 

 高校生の建設現場見学会 
(南佐久支部・佐久支部合同)

6 月 8 日 中部横断自動車道建設
工事現場、居久保沢第
１砂防堰堤工事現場 

総数 26 人 
業界 4人 
生徒 17 人 
教師 2人 
自治体 3人 

 長野県総合防災訓練 
(佐久支部) 

10 月 2 日 佐久市 臼田総合運動
公園 

総数 3,000 人 
会員 11 社 11 人 

 高病原性鳥インフルエンザ防
疫演習 (佐久支部) 

10月21日 佐久合同庁舎 会員 2社 2人 

 長野県上田千曲高等学校建築
科三年生生徒の現場見学会 
(上小支部) 

5 月 26 日 上田市立第三中学校建
築現場、上田市立第四
中学校建築現場 

業界 7人 
生徒 37 人 
教諭 2人 

 長野県丸子修学館高等学校工
業科目選択者三年生丁張技術
指導 (上小支部) 

5 月 30 日 長野県丸子修学館高等
学校 

業界 20 人 
生徒 43 人 

 長野県上田千曲高等学校建築
科二年生企業研修 
(上小支部) 

7 月 29 日
～8月5日
（内 3日）

会員企業会社 5社 業界 19 人 
生徒 14 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
長野 長野県丸子修学館高等学校工

業科目選択者一年生企業研修
(上小支部) 

7 月 30 日
～8月 10
日 
（内 2日）

会員企業会社 5社 業界 14 人 
生徒 18 人 

 上田 道と川の駅「安心・安
全イベント 2016」 
(上小支部) 

9 月 10 日 上田市半過 道と川の
駅 

総数 5,000 人 

 長野県長野工業高等学校一年
生、二年生現場見学会 
(上小支部) 

9 月 26 日 上田市立第三中学校建
築現場 

業界 3人 
生徒 71 人 
教諭 4人 

 支部自主パトロール 
(上小支部) 

10 月 3 日 会員企業工事現場 5か
所 

業界 10 人 

 長野県丸子修学館高等学校工
業科目選択者二年生企業研修
(上小支部) 

10月18日 土木 5現場 
建築 5現場 

業界 21 人 
生徒 26 人 

 長野県丸子修学館高等学校工
業科目選択者二年生現場見学
会 (上小支部) 

10月18日 長和町役場、長久保宿、
内村ダム、東御市子育
て支援センター 

業界 1人 
生徒 12 人 
行政 1人 

 春の道路清掃 
(諏訪支部) 

4 月 20 日 茅野市内道路 約30km 総数 130 人 
業界 119 人 
自治体 11 人 

 道路清掃活動 
(諏訪支部) 

5 月 7 日、
他 6日 

県道下諏訪辰野線、国
道 142 号 

総数延 205 人 
業界延 205 人 

 土砂撤去奉仕活動(諏訪支部) 6 月 9 日 原村内道路 業界 18 人 
 河川(諏訪湖)アダプトプログ

ラム (諏訪支部) 
6 月 25 日
8 月 24 日

諏訪湖 業界 19 人 

 河川清掃、草刈 
(諏訪支部) 

6 月 14 日
8 月 6 日 

島崎川 
塚間川 

業界 69 人 

 献血 
(諏訪支部) 

6月21日、
6月23日、
6月 28 日

長野県赤十字血液セン
ター諏訪出張所 

業界 34 人 

 岡谷フェスタ（子供ランド「働
く車体験ゾーン」) (諏訪支部)

10月22日 岡谷市イルフプラザ駐
車場 

業界 11 人 

 職場体験学習 
(中学生)  
(諏訪支部) 

5月18日、
5月19日、
6月16日、
6月 17 日

下諏訪町、茅野市他、
岡谷市内 

総数 43 人 
業界 39 人 
生徒 4人 

 ゴミゼロ運動に合わせた「道
路クリーン作戦」道路清掃作
業 (伊那支部) 

6 月 17 日 長野県上伊那地域国
道・県道・市町村道 

総数 372 人 
業界 290 人 
自治体 82 人 

 高校生の現場見学会 
(伊那支部) 

7 月 1 日 (国)153号伊南 BP橋南
PC 上部工 
長野県上伊那郡飯島町
田切他１ 

総数 27 人 
業界 JV2 人 
生徒 21 人 
先生 2人 
国１人・県１人 

 高校生の現場実習 
(伊那支部) 

8 月 5 日 （村）北山飯沼線長野
県上伊那郡中川村美里
～飯沼 

業界 5人 
生徒 20 
先生 2人 
県 1人 

 河川愛護活動（草刈・ゴミ拾
い等） 
(飯田支部青年部会) 

6月18日、
9月 3日、
10月29日

飯田市 松川河川敷 （各日） 
業界 15 人 
業界 16 人 
業界 14 人 

 高校 2年生対象刈払機取扱作
業者に対する安全衛生講習会
(飯田支部青年部会) 

6 月 29 日 飯田 OIDE 長姫高等学
校 

総数 60 人 
業界 18 人 
生徒 42 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
長野 献血事業 

(飯田支部) 
6 月 30 日 飯田建設会館 総数 96 人(献血

可能者 90 名) 
業界 96 人 

 高校 2年生対象インターンシ
ップ（職場体験）(飯田支部)

8 月 24～
25 日 

飯田下伊那 各工事現
場 

会員 13 社 
生徒 49 人 

 高校 3年生対象 2級土木・建
築施工管理技術検定（学科）
受験準備講習会 (飯田支部)

9 月 3～4
日・18 日

飯田 OIDE 長姫高等学
校 

総数 29 人 
業界講師 2人 
生徒 27 人 

 建設業 PR のための「南信州お
仕事キッズタウン 2016」への
参加 (飯田支部青年部会) 

9 月 11 日 南信州・飯田産業セン
ター 

総数 282 人 
業界 12 人 
一般約 270 人 

 高校生の建設現場実習 
(木曽支部) 

6 月 3 日 木曽町日義 原野林道
内 

総数 66 人 
業界 27 人 
生徒 38 人 
自治体 1人 

 長野県管理道路法面清掃ボラ
ンティア 
(木曽支部) 

7 月 14 日 北部：県道木曽福島(T)
線木曽町福島塩渕、南
部：国道 256 号南木曽
町吾妻大妻籠～大高取 

総数 29 人 
業界 29 人 

 高校生の刈払機取扱い現場実
習 
(木曽支部) 

7 月 27 日 木曽町福島新開キャン
パス敷地内 

総数 49 人 
業界 9人 
生徒 39 人 
自治体 1人 

 高校生の建設工事の学習・CAD
図面作成実習 
(木曽支部) 

8 月 31 日 木曽町福島丘の上キャ
ンパス 

総数 20 人 
業界 5人 
生徒 15 人 

 伊那・木曽連絡道路沿道美化
ボランティア（道路沿線のゴ
ミ拾い） 
(木曽支部) 

10月13日 国道 361 号 木曽町日
義国道 19 号交点～ 
塩尻市権兵衛トンネル
木曽側チェーン脱着場 

総数 37 人 
業界 16 人 
一般 3人 
自治体 18 人 

 平成28年度春季ふれあい献血
活動 
(松筑支部) 

4 月 26 日 ㈱松筑建設会館 総数 134 人 
業界 116 人 
自治体 18 人 

 平成28年度道路クリーンキャ
ンペーン活動 
(松筑支部) 

7 月 28 日 主要地方道松本環状高
家線「アルウイン」前
～臨空工業団地 1.5km 

総数 77 人 
業界 61 人 
自治体 16 人 

 高校生の現場見学会(1 年生を
対象） 
(安曇野支部) 

7 月 29 日 安曇野市内 5現場(ト
ンネル・橋梁工事、し
ゃくなげの湯新築工
事、公園烏側渓谷緑地
他） 

総数 62 人 
業界 12 人 
生徒・先生 46 人
自治体 4人 

 高校生の実務研修(2 年生を対
象）型枠組立・鉄筋の結束等
(安曇野支部) 

9 月 6 日 南安曇農業高校 総数 33 人 
業界 4人 
生徒・先生 27 人
自治体 2人 

 高校生の実務研修(2 年生を対
象）建設重機 3台による運転
実務研修 
(安曇野支部) 

9 月 15 日 南安曇農業高校第 2農
場 

総数 34 人 
業界 5人 
生徒・先生 27 人
自治体 2人 

 クリーンアップ安曇野河川堤
防の草刈り、堤防道路の清掃
等 (安曇野支部) 

6 月 16 日 安曇野市南穂高(万水
川） 

総数 60 人 
業界 31 人 
自治体 29 人 

 アクアピア安曇野ふれあいデ
ー 展示用重機 6台（重機に
子供を乗せて運転させる等）
「建設の仕事」DVD の放映 
(安曇野支部) 

9 月 10 日 犀川安曇野流域で水道
事務所 

総数 244 人 
業界 5人 
子供 200 人 
自治体 39 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
長野 道路・河川の草刈ボランティ

ア 
(大北支部) 

7 月 6 日 国道 148 号、主要地方
道長野大町線、一級河
川農具川 1.9km 

総数 74 人 
会員 31 社 64 人 
自治体 10 人 

 一級河川高瀬川のアレチウリ
駆除 
(大北支部) 

9 月 6 日 一級河川高瀬川松川村
細野地区松川村マレッ
トゴルフ場上流 右岸
0.2km 

総数 38 人 
会員 21 社 29 人 
自治体 9人 

 高校生の現場見学会・現場実
習 
(大北支部) 

9 月 15 日 建設機械試乗体験（白
馬村倉下）神城断層地
震災害復旧工事現場他 

総数 55 人 
会員 10 社 15 人 
生徒等 35 人 
自治体 5人 

 高校生の現場見学会・現場実
習 
(大北支部) 

9 月 28 日
・30 日 

建設機械試乗体験（白
馬村倉下）浦川直轄砂
防工事現場、神城断層
地震災害復旧工事現場
他 

総数 42 人 
会員 13 社 18 人 
生徒等 16 人 
自治体 8人 

 第１０回みんなで育てる協働
の森づくり(千曲市植樹祭)  
(更埴支部) 

5 月 14 日 千曲市八幡 大池市民
の森 

業界 10 人 
一般 140 人 

 道路清掃活動 
(須坂支部) 

4 月 22 日 須坂市湯河原橋～上田
市真田境 

会員 16 社 24 人 

 高校生の現場実習 
(須坂支部、技士会) 

5 月 31 日 長野県立須坂園芸高等
学校 

総数 54 人 
業界 9人 
生徒・先生 44 人
自治体 1人 

 高校生の現場見学会 
(須坂支部) 

7 月 27 日 南長野運動公園、須坂
市内工事現場 

総数 38 人 
業界 6人 
生徒・先生 31 人
自治体 1人 

 高校生現場見学会（中野立志
舘高校 3年生対象） 
(中高支部) 

6 月 17 日 ・平成 27 年度社会資本
整備総合交付金（地域
連携）工事落合（2） 
・えんとく培養センタ
ー第４工場新築工事 

総数 36 人 
業界 15 人 
生徒 18 人 
教諭 3人 

 高校生測量実習 
(中高支部) 

9 月 6 日 ㈱シーティエス本社 総数 27 人 
業界 7人 
生徒 17 人 
教諭 3人 

 高校生現場見学会（中野立志
舘高校 2年生対象） 
(中高支部) 

10月12日 ・平成 27 年度社会資本
整備総合交付金（地域
連携）工事落合（2） 
・（国）117 号替佐～
静間バイパス（開通前） 

総数 33 人 
業界 17 人 
生徒 13 人 
教諭 3人 

 第10回建設業 美化事業ボラ
ンティア 
(長野支部) 

6 月 10 日 支部管内県道・市町村
道 41 カ所 

業界 41 人 

 第 22 回「建設で献血だ！」 
(長野支部) 

12月14日 長水建設会館 業界 61 人 

 第 23 回「建設で献血だ！」 
(長野支部) 

4 月 8 日 長水建設会館 業界 52 人 

 春のゴミゼロ運動(長野支部) 5 月 26 日 裾花川左岸 業界 35 人 
 秋のゴミゼロ運動(長野支部) 10月14日 裾花川左岸 業界 33 人 
 第11回けんせつ杯中学生軟式

野球大会 
(長野支部) 

9 月 24～
25 日 

長野市内 4グラウンド 総数 715 人 
業界 15 人 
一般約 700 人 

 アレチウリ駆除事業 
(長野支部) 

7 月 1 日 落合橋グラウンド 業界 12 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
長野 高校生の現場見学会 

(飯山支部) 
7 月 5 日 橋梁上部工現場、バイ

パス工事現場 
総数 22 人 
業界 5人 
高校 14 人 
自治体 3人 

 平成28年度フラワーロード事
業 
(飯山支部) 

6 月 6 日、
6月29日、
7月14日、
8月 5日、
8月 25 日

国道 117 号線沿いバイ
パス 

総数 1,640 人 
業界 40 人 
一般 1,500 人 
自治体 100 人 

 建設業協会と長野県が協働で
沿道美化活動 
(飯山支部) 

4月28日、
10月13日

国道 117 号、292 号の
14.2 ㎞ 

総数 44 人 
業界 32 人 
自治体 12 人 

岐阜 ぎふロードプレーヤー（道路
の一斉清掃） 
(恵那建設業協会、恵那支部)

7 月 1 日 中津川市、恵那市の県
管理道 

業界 350 人 

 ロードプレーヤー事業 
（国道、県道の植栽木の剪定、
施肥、下刈り及び周辺道路清
掃）(高山建設業協会) 

6 月 18 日 管内各地 会員 57 社 74 人 

 青年部ボランティア活動 
(主要道路の歩道清掃） 
(高山建設業協会) 

7 月 22 日 R158・R41 交差点～陣
屋前 

会員 27 社 29 人 

 打ち水大作戦 
(高山建設業協会) 

8 月 6 日 高山陣屋前広場 
道の駅白川郷 

会員 25 社 47 人 
一般 300 人 

 高校生インターンシップ受入
（県立飛騨高山高等学校環境
科学科 2年生 13 名） 
(高山建設業協会) 

8 月 30 日
～9月1日

会員企業各社 会員 10 社 
生徒 13 人 

 宮川クリーンキャンペーン 
（秋の高山祭りにあわせて宮
川の河川内清掃） 
(高山建設業協会) 

10 月 7 日 一級河川宮川 
中橋～宮前橋間L=900m 

会員 56 社 59 人 

 高校生建設現場見学会 
（県立飛騨高山高等学校環境
科学科 1年生 36 名） 
(高山建設業協会) 

10月13日 県単国道 361 号新設改
良工事、公共山のみち
宮・高山線開設工事、
中部縦貫道路建設工事
他 

業界役員・労働委
員 19 人 
生徒・教員 38 人

 高校生インターンシップ受入
（県立高山工業高等学校建築
インテリア科 2年生 14 名） 
(高山建設業協会) 

10月 19～
20 日 

会員企業各社 会員 6社  
生徒 14 人 

 ボランティア河川清掃作業 
(美濃建設業協会) 

6 月 2 日 美濃市 旧美濃橋下右
岸 

業界 30 人 

 ボランティア河川清掃作業 
(美濃建設業協会) 

7 月 5 日 関市 関市小瀬長良川
右岸 

業界 30 人 

 美濃土木事務所職員と合同で
のボランティア道路清掃作業
(美濃建設業協会) 

8 月 9 日 岐阜美濃線中濃総合庁
舎周辺 

総数 60 人 
業界 30 人 

 ボランティア道路清掃作業 
(美濃建設業協会) 

9 月 6 日 国道 248 号バイパス西
田原交差点付近 

業界 30 人 

 美濃市一時避難所 認定 
(濃建設業協会) 

9 月 1 日 美濃建設会館 会議棟  

 2016 揖斐川流域クリーン大作
戦  (揖斐建設業協会) 

5 月 28 日 揖斐川・粕川・桂川・
坂内川・根尾川・三水
川流域 

業界 203 人 

 夜叉が池環境保全登山 
(揖斐建設業協会) 

7 月 7 日 夜叉が池 業界 13 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
岐阜 市内環境安全パトロール 

(郡上建設業協会) 
3 月 18 日 郡上市内(白鳥町、高鷲

町、明宝) 
総数 21 人 
業界 12 人 
一般 1人 
自治体 8人 

 市内環境安全パトロール 
(郡上建設業協会) 

9 月 16 日 郡上市内(白鳥町、高鷲
町、明宝)  

総数 20 人 
業界 12 人 
一般 1人 
自治体 7人 

 平成28年度地域の花づくり活
動（シバザクラ植栽事業） 
(郡上建設業協会) 

5 月 7 日 八幡町相生、大和町や
まと道の駅裏 

総数 236 人 
業界 44 人 
一般 192 人  

 平成 28 年度 河川一斉清掃 
(郡上建設業協会) 

5 月 14 日 長良川、吉田川、石徹
白川、和良川等幹線河
川 

総数 973 人 
会員 43 社 261 人
一般 157 人 
自治体 555 人 

 郡上市立大和西小学 4，5，6
年生、内ヶ谷治水ダム建設事
業見学 
(郡上建設業協会) 

5 月 26 日 大和町内ヶ谷ダム 総数 65 人 
業界 5人 
生徒 49 人 
先生 5人 
自治体 6人 

静岡 伊豆おもてなしと景観向上の
取組「フィールドワーク」 
(下田建設業協会若手の会) 

6 月 16 日 下田市内（マイマイ通
り、駅前、ペリーロー
ド、大川端、武ケ浜他） 

業界 4人 

 伊豆おもてなしと景観向上の
取組「ワークショップ」 
(下田建設業協会若手の会) 

6 月 30 日 静岡県下田土木事務所 業界 4人 

 下田まちなかリフレッシュ作
戦第 1弾 
(下田建設業協会若手の会) 

8 月 5 日 下田市内（マイマイ通
り） 

業界 6人 

 道路愛護運動・道路クリーン
作戦 
(下田建設業協会) 

8 月 30 日 R135,R136,R414 
下田松崎線、下田石廊
松崎線、須崎柿崎線 

会員 34 社 130 人

 協会管内一斉美化運動 
(下田建設業協会) 

10 月 7 日 下田市及び賀茂郡下の
国や県市町の道路 

会員 34 社 120 人

 下田まちなかリフレッシュ作
戦第 2弾 
(下田建設業協会若手の会) 

11月16日 下田市内（マイマイ通
り）、(国)414 号(中島
橋交差点～下田総合庁
舎入口交差点付近) 

 

 土木の日 
(下田建設業協会若手の会) 

11月19日 道の駅「開国下田みな
と」 

 

 親子現場見学会（小・中学生）
(三島建設業協会) 

8 月 20 日 豊洲市場工事現場 総数 72 人 
業界 2人 
子供 38 人 
父兄 32 人 
（委員 4名含む）

 献血への協力 
(沼津建設業協会) 

3 月 7 日 沼津市役所玄関前 業界 19 人 
一般 33 人 

 献血への協力 
(沼津建設業協会) 

7 月 20 日 沼津市役所玄関前 業界 10 人 
一般 47 人 

 小学生を対象とした建設現場
見学会 
(沼津建設業協会) 

8 月 9 日 横浜環状北西線 業界 15 人 
一般 83 人 

 高校生現場見学会 
(富士建設業協会) 

6 月 14 日 富士市立吉原第二中学
校屋内運動場改築工事
現場 

総数 33 人 
業界 4人 
一般 29 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
静岡 平成28年度河川愛護月間奉仕

活動 
(富士建設業協会) 

7 月 19 日 富士市、富士宮市を流
れる 3河川の除草奉仕
活動 

総数 63 人 
業界 63 人 

 平成28年度道路ふれあい月間
奉仕活動 
(富士建設業協会) 

8 月 9 日 静岡県富士土木事務所
の県道 4路線の清掃奉
仕活動 

業界 61 人 

 インターンシップ 
(富士建設業協会) 

8 月 25～
26 日 

富士市、富士宮市建築
現場 4ヶ所 

総数 18 人 
業界 10 人 
一般 8人 

 親子現場見学会 
(富士建設業協会) 

8 月 27 日 大沢川除石工事現場見
学 

総数 37 人 
業界 7人 
一般 30 人 

 海岸清掃 
(清水建設業協会) 

5 月 28 日 三保羽衣の松周辺 総数 300 人 
業界 70 人 
一般 230 人 

 道路清掃 
(清水建設業協会) 

8 月 4 日 清水さつき通り一帯
（3.8km） 

業界 80 人 

 親子現場見学会 
(清水建設業協会) 

8 月 19 日 清水港内現場 総数 37 人 
業界 10 人 
一般 24 人 
自治体 3人 

 インターンシップ 
(清水建設業協会) 

8 月 2～4
日・23～
26 日 

会員 3社、会員 5社 総数 25 人 
業界 8人 
一般 17 人 

 巴川河川清掃活動 
(静岡建設業協会) 

6 月 22 日 一級河川巴川 静清BP
付近 

業界 87 人 

 親子現場見学会 
(静岡建設業協会) 

7 月 16 日 静清 BP 丸子トンネル
工事現場 

総数 45 人 
業界 6人 
一般 39 人 

 「道の日」道路清掃活動 
(静岡市、静岡建設業協会) 

8 月 10 日 静岡市役所周辺 総数 2,154 人 
業界 154 人 
自治体約 2,000
人 

 インターンシップ 
(静岡建設業協会) 

8 月 2～4
日・23～
26 日 

静岡市内各所 総数 52 人 
業界 24 人 
高校生 28 人 

 献血運動 
(静岡建設業協会) 

6 月 10 日 静岡市駿河区セントラ
ルスクエア 

総数 96 人 
業界 85 人 
一般 11 人 

 協会創立70周年 記念講演会
(静岡建設業協会) 

10月27日 しずぎんホールユーフ
ォニア 

総数 398 人 
業界 125 人 
一般 273 人 

 静岡空港線美化活動 
(静岡県島田土木事務所、島田
建設業協会) 

5 月 10 日 細江金谷線交差点から
静岡空港ターミナルま
での歩道 

総数 55 人 
業界 22 社 25 人 
自治体 30 人 

 親子現場見学会 
(島田建設業協会) 

8 月 3 日 県営吉田公園、津波避
難施設(命山)工事現場 

総数 39 人 
業界 7人 
一般 32 人 

 高校生の現場実習 
(島田建設業協会) 

7 月 25～
27 日 

菊川郵便局改修工事現
場、御前崎港防波堤築
造現場ほか 

総数 62 人 
業界 7社約 40 人
一般 22 人 

 道路・河川愛護運動 
(袋井建設業協会) 

7月4日～
8月 30 日

管内道路 8地域、管内
河川 6地域 

業界延 475 人 

 第 6 回 献血活動 
(袋井建設業協会) 

9 月 14 日 袋井建設業会館駐車場 総数 43 人 
業界 41 人 
一般 2人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
静岡 高校生現場実習（インターン

シップ） 
(袋井建設業協会) 

8 月 29～
31 日 

袋井建設業協会会員企
業事務所・工事現場、
磐田市・袋井市所在 9
社 

総数 61 人 
業界 40 人 
高校生 21 人 

 高校生工事現場見学会 
(袋井建設業協会) 

2 月 4 日 掛川市高田橋橋脚補強
工事、浜岡原子力発電
所防波壁 

総数 40 人 
業界 21 人 
高校生 19 人 

 第 14 回 親子現場見学会 
(袋井建設業協会) 

8 月 4 日 川越火力発電所ソーラ
ーパネル移設工事現場 

総数 51 人 
業界 17 人 
一般 34 人 

 高校生の建設現場見学会 
(浜松建設業協会) 

6 月 8 日 浜松市立中部中学校区
小中一貫校整備工事現
場 

総数 61 人 
業界 15 人 
教師 2人 
生徒 42 人 
自治体 2人 

 道路河川等の除草・清掃 
(浜松建設業協会) 

8 月 5 日 安間川・馬込川・権現
谷川・細江浜北線・中
ノ島・オレンジロード 

総数 86 人 
会員 43 社 86 人 

 親子現場見学会 
(浜松建設業協会) 

10月29日 三方原スマート IC 工
事現場、建設機械体験
会(浜松市西区和地町) 

総数 93 人 
業界 25 人 
一般 68 人 

 親子現場見学会 
(天竜建設業協会) 

8 月 20 日 浜松市沿岸域防潮堤建
設現場 

総数 39 人 
協会 2人 
親子 37 人 

 道路愛護奉仕活動（除草） 
(天竜建設業協会) 

7月29日、
8月 24 日

浜松市天竜区内国県道 業界 60 人 

愛知 ラジオ放送を媒体とした広報
活動 

平成 27年
12 月～平
成28年10
月（毎週
土曜日） 

CBC ラジオ局内（名古
屋市中区新栄） 

総数延べ 97 人 
業界 81 人 
一般 10 人 
自治体 6人 

 持続可能な明日を目指すシン
ポジウム 

平成 27年
11月26日

名古屋市公館（名古屋
市中区） 

総数 120 人 
業界 40 人 
一般 70 人 
自治体 10 人 

 「平成28年度建設廃棄物の適
正処理に係る講習会＜実務基
礎編＞」 

6 月 30 日 フジコミュニティセン
ター（旧愛鉄連厚生年
金基金会館）(名古屋市
中村区） 

業界 170 人 

 名古屋打ち水大作戦in広小路
夏まつり 

8 月 20 日 名古屋市中区広小路通
り 

総数多数 
業界 66 人 
一般多数 

 環境デーなごや 9 月 17 日 名古屋市中区久屋大通
り公園 

ブース来訪 250 
人 

 夏休みエコ遠足 7 月 30 日 愛知県長久手市 家族 32 人 
 産業廃棄物処理工場見学 4 月 21 日 愛知県半田市他 業界 22 人 
 建材製造会社見学会 9 月 1 日 愛知県清須市 業界 25 人 
 高校生出前授業 

建設業の魅力、建設業の特徴
6月 23日 愛知県立半田工業高校 総数 81 人 

業界 1人 
生徒 80 人 

 高校教師スキルアップ研修
（型枠工事と鉄筋工事の技能
研修） 

10月13日 愛知県立豊橋工業高校 総数 27 人 
業界 12 人 
教師 15 人 

 愛知県立加茂丘高校「土のう
つくり」授業 

12月14日 愛知県立加茂丘高校
（豊田市） 

総数 332 人 
業界 30 人 
生徒 300 人 
自治体 2人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
愛知 愛知県立南陽高校「土のうつ

くり」授業 
2 月 8 日 愛知県立南陽高校 

（名古屋市港区） 
総数 272 人 
業界 30 人 
生徒 240 人 
自治体 2人 

 第 4 回中部ライフガード
TEC2016～防災・減災・危機管
理展～に出展 

6 月 2～3
日 

ポートメッセなごや
（名古屋市） 

総数 20,000 人 

三重 河川愛護月間に伴う員弁川河
川清掃 
(桑員支部) 

7 月 15 日 桑名市からいなべ市藤
原町までの員弁川堤
防・河川敷 

業界 73 人 

 平成28年度ボランティア活動
(四日市支部) 

9 月 6 日 四日市市羽津･大矢知･
中村･広永町、及び三重
郡菰野町 

総数 89 人 
業界 85 人 
自治体 4人 

 ふれあいの道事業 
(鈴鹿支部) 

6月10日、
9月 2日 

鈴鹿環状線（中央道路）
1,2km 区間 

業界 31 人 

 鈴鹿市との土のう作製、保管
場所一斉点検作業 
(鈴鹿支部、鈴鹿市) 

6 月 23 日 鈴鹿市河川防災センタ
ー 

業界 65 人 
自治体 56 人 

 鈴鹿市総合防災訓練 
 (鈴鹿市、鈴鹿市防災会議、
鈴鹿支部) 

10月16日 三重県消防学校 業界 16 人 
一般 500 人 
自治体 31 団体 

 ふれあいの道事業 
(亀山支部) 

平成 27年
12月15日
平成 28年
7月26日、
9月 30 日

亀山市北鹿島町～野村
町、県道亀山白山線～
県道亀山城跡線Ｌ
=1.9km 

（各日） 
業界 7人    
業界 8人 
業界 9人 

 亀山市防災訓練 
(亀山支部) 

10 月 2 日 亀山市田村町 75 番地 総数 1,577 人 
業界 2人 
一般 1,500 人 
自治体 75 人 

 海岸美化ボランティア清掃 
(津支部) 

7 月 27 日 津市白塚地区海岸 総数 130 人 
業界 50 人 
一般 80 人 

 道路美化ボランティア活動 
(一志支部) 

7 月 12 日 国道 165 号線及び県道
久居美杉線（津市久居
北口町～津市久居小戸
木地区） 

業界 18 人 

 道路美化ボランティア活動 
(一志支部) 

10月13日 主要地方道松阪青山線
及び君ヶ野ダム周辺、
津市美杉町八手俣地区 

業界 17 人 

 五十鈴川河川清掃奉仕活動 
(伊勢支部) 

平成 27年
12 月 4 日

伊勢市宇治館町五十鈴
川河川敷駐車場 

総数 150 人 
業界 73 人 
一般 18 人 
自治体 59 人 

 第 21 回勢田川七夕大そうじ
（ダンプによるゴミの運搬）
(伊勢支部) 

7 月 3 日 勢田川沿岸 
朝川沿岸 
朝川支線他 

総数約 2,500 人 

 愛宕川・神道川一斉清掃デー
(愛宕川・神道川を美しくする
会) 

9 月 4 日 三重県松阪市愛宕川・
神道川流域 

総数約 3,000 人 
業界 9人 
一般 3,000 人 

 道路美化ボランティア事業 
(伊賀支部) 

9 月 15 日 伊賀建設事務所 管内
一円 

業界 52 人 

 伊勢志摩サミット開催前の道
路美化ボランティア 
(紀北町建設業協会) 

4 月 26 日 赤羽川河川敷、国道260
号・422 号、県道多田
ヶ瀬山居線、県道三戸
紀伊長島停車場線他 

業界 50 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
三重 おわせ港まつり開催前の会場

周辺一斉清掃 
(尾鷲市建設業協会) 

7 月 29 日 尾鷲港第 3・4岸壁、朝
日町～港町海岸沿い、
長浜地区、天満浦～第
1堤防 

総数約 160 人 
業界 44 人 
一般・自治体約
116 人 

 「清掃美化ボランティア活
動」道路の清掃 (志摩支部)

9 月 26 日 一般国道 260 号（安乗
口ー大王） 

業界 21 人 

 「伊勢志摩サミット開催50日
前ボランティア活動」道路の
高い枝・木の伐採 (志摩支部)

4 月 20 日 市道浜島 104 号線（浜
島迫子ー合歓の郷） 

業界 33 人 
自治体 2人 

 「清掃美化ボランティア活
動」 
「伊勢志摩サミット開催 100
日前清掃」道路の清掃及びゴ
ミ収集活動 (志摩支部) 

2 月 14 日 志摩市管内一円 総数 1,025 人 
業界 53 人 
一般 836 人 
自治体 136 人 

 「花いっぱいおもてなし運
動」   
(志摩支部)  

3月27日、
4月 9日、
4月 23 日

道の駅「伊勢志摩」、
志摩市市役所、道の駅
「伊勢志摩」 

業界 7人 

富山 高校生の現場見学会（4 学校・
6学科） 

6 月 3 日、
7月12日、
7月15日、
9月23日、
10月18日
10月30日

富山駅連続立体交差事
業、新富山県立近代美
術館（仮称）新築工事、
勝興寺保存修復工事他 

6 回合計 
生徒 219 人 

 親子現場見学会（小学生等と
その保護者を対象とした現場
見学会） 

8 月 5 日 新富山県立近代美術館
（仮称）新築工事、富
山東バイパス東富山跨
線橋上部工工事他 

小学生等 13 人 
保護者 11 人 

 舟川河川敷内の清掃及び草刈
り 
(入善支部) 

7 月 25 日 入善町 青年部 25 人 
入善土木事務所
10 人 

 滑川海浜公園周辺の清掃活
動、常磐町の海岸にて稚魚放
流 (魚津支部) 

7 月 28 日 滑川市 青年部 22 人 
児童・保護者 74
人 

 大岩川親水公園の除草、空き
缶拾い、稚魚放流等 
(立山支部) 

7 月 28 日 上市町 青年部 22 人 
児童・保護者 40
人 

 ①おわら風の盆臨時駐車場の
草刈り、安全策の設置等 
②八尾町民広場の安全柵設置
(富山支部) 

8 月 19 日 富山市 青年部 35 人 
一般 43 人 

 高岡古城公園の清掃活動 
(高岡支部) 

7 月 22 日 高岡市 青年部 40 人 
一般 130 人 

 小矢部川河川敷の清掃活動 
(砺波支部) 

7 月 28 日 南砺市（福光行政セン
ター付近） 

青年部 23 人 

 松田江浜～島尾キャンプ場海
岸の清掃 (氷見支部) 

7 月 27 日 氷見市 青年部 20 人 
一般 3人 

 三井アウトレットパーク北陸
小矢部周辺道路の清掃 
(小矢部支部) 

7 月 21 日 小矢部市 青年部 21 人 
協会役員等 13 人
県・市職員 44 人

石川 現場見学会(県立翠星高校) 6 月 13 日 辰己ダム 
羽昨市滝町地区 

総数 28 人 
業界 4人 
一般 18 人 
自治体 6人 

 現場見学会 
(市立工業高校建築科） 

6 月 24 日 県立中央病院、石川県
赤十字血液センター、
金沢市金石消防支所 

総数 54 人 
業界 12 人 
一般 40 人 
自治体 6人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
石川 現場見学会 

（県立小松工業高校建築科）
7月 12 日 神谷内トンネル、県営

住宅 67 号棟 
総数 53 人 
業界 14 人 
一般 39 人 
自治体 5人 

 現場見学会 
（市立工業高校土木科） 

7 月 13 日 白山赤岩砂防、梯川天
神輪中堤 

総数 60 人 
業界 18 人 
一般 40 人 
自治体 4人 

 現場見学会(県立羽咋工業高
校建設造形科建築コース) 

7 月 15 日 県立中央病院、県営住
宅 67 号棟 

総数 21 人 
業界 8人 
一般 12 人 
自治体 3人 

 現場見学会(県立羽咋工業高
校建設造形科土木コース) 

7 月 15 日 石川海岸人口リーフ、
梯川天神輪中堤 

総数 18 人 
業界 8人 
一般 7人 
自治体 3人 

 やってみまっしおしごとたい
けん(金沢おしごとたいけん
実行委員会) 

8 月 7 日 金沢市三和文化会館 総数 315 人 
業界 15 人 
一般 300 人 

 インターンシップ 
(市立金沢工業高校） 

8 月 19～
22 日 

㈱北都組、㈱明翫組 総数 14 人 
業界 10 人 
一般 4人 

 はだしの王国2016奥卯辰山健
民公園(指定管理者：岸グリー
ンサービス)  

10月10日 奥卯辰山健民公園 総数 1,039 人 
業界 27 人 
一般 1,000 人 
自治体 12 人 

 インターンシップ 
（県立小松工業高校） 

10月 18～
20 日 

各会員企業 総数 126 人 
業界 78 人 
一般 38 人 

 インターンシップ(県立羽咋
工業高校建設造形科) 

10月 19～
21 日 

各会員企業 総数 80 人 
業界 54 人 
一般 26 人 

 保育園児とのふれあい活動 
(加賀建設業協会、土木委員
会) 

5 月 31 日 加賀市山中温泉 
山中保育園 

総数 114 人 
業界 30 人 
一般 84 人 

 夏休み親子ふれあい木工教室
(加賀建設業協会、建築委員
会) 

8 月 27 日 小松市那谷町 
かが森林組合那谷工場 

総数 103 人 
業界 20 人 
一般 83 人 

 石川県立小松工業高校建設科
との意見交換会 
(小松能美建設業協会、加賀建
設業協会) 

2 月 2 日 石川県立小松工業高校 総数 60 人 
業界 20 人 
一般 40 人 

 キャリア教育 
(小松能美建設業協会) 

1 月 22 日
～ 

小松市内の中学校（安
宅中・国府中・丸内中・
芦城中・板津中） 

業界 5人 

 こまつ水辺クリーンデー 
(小松能美建設業協会) 

3 月 20 日 梯川河川敷、木場潟 総数 2,800 人 

 道路アドプト活動 
(小松能美建設業協会) 

5月19日、
10月27日

国道 360 号沿銀の植樹
帯 

総数 100 人/回 
業界 40 人 
一般 20 人 
自治体 40 人 

 はたらくくるまがやってくる
(小松能美建設業協会) 

5 月 3 日 小松市役所周辺 業界 8人 

 クリーンビーチいしかわINこ
まつ 
(小松能美建設業協会) 

6 月 19 日 安宅海岸・草野海岸 総数 1,000 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
石川 梯川ゴミ拾い・菜の花の種ま

き会 
(小松能美建設業協会) 

9 月 17 日 梯川河川敷 総数 960 人 

 標高差 2702m のクリーン大作
戦 
(白山・石川建設業協会) 

7月8日～
8月 5日 

松任海岸(小舞子海水
浴場)、管内道路、白山 

総数 635 人 
業界 574 人 
一般 3人 
自治体 58 人 

 土のう備蓄作業ボランティア
(白山・石川建設業協会) 

6 月 3 日 白山市松任総合運動公
園駐車場 

総数 63 人 
業界 55 人 
自治体 8人 

 公共土木施設等マネジメント
協定(石川土木総合事務所と
協定) 
白山市道維持管理協定(白山
市)に基づく道路パトロール 
(白山・石川建設業協会) 

8 月 5 日 県道及び白山市道  

 七ケ用水清掃ボランティア 
(白山・石川建設業協会) 

9 月 22 日 白山市 業界 22 人 

 献血活動 
(白山・石川建設業協会) 

3 月 3 日  業界 48 人 

 森の都金沢緑化基金への寄附
及びプランターの寄贈 
（昭和 61 年から実施） 
(金沢建設業協会) 

3 月 30 日 兼六園の紺屋坂付近 総数 30 人 
業界 18 人 
一般 7人 
自治体 5人 

 まちなか協働パトロール 
(金沢建設業協会) 

4 月 15 日 石川県建設総合センタ
ー、市内一円 

総数 95 人 
業界 93 人 
自治体 2人 

 クリーンビーチいしかわinか
なざわ（ごみ拾い） 
(金沢建設業協会) 

5 月 29 日 専光寺浜、佐奇森浜 業界 180 人 

 金沢マラソン2016ボランティ
ア活動 
(金沢建設業協会) 

10月23日 松寺町東交差点付近 総数 6,000 人 
業界 133 人 
一般 5,867 人 

 森づくり活動（下草刈り） 
(金沢建設業協会) 

7 月 2 日、
10月29日

金沢市夕日寺健民公園 業界 60 人 

 道路クリーン作戦 
(河北郡市土建協同組合等) 

8 月 3 日 石川県河北郡市一円 総数 72 人 
業界 29 人 
自治体 43 人 

 中学生・小学生マラソン大会
土木 PR 展示・建設機械試乗会
(河北郡市土建協同組合等) 

10月16日 石川県かほく市上山田
地内 

総数 513 人 
業界 73 人 
一般 400 人 
自治体 46 人 

 災害等の未然防止のため、河
川堤防・護岸の点検パトロー
ル (羽咋郡市建設業協会) 

3 月 26 日 羽咋郡宝達志水町～羽
咋郡志賀町富来（4河
川） 

総数 30 人 
業界 26 人 
一般 4人 

 道路クリーン作戦 
(羽咋郡市建設業協会) 

8 月 10 日 羽咋郡市の国道、県道
等 131km 

総数 304 人 
業界 268 人 
一般 4人 
自治体 32 人 

 能登和倉万葉の里マラソンに
係る一斉清掃 
(七尾鹿島建設業協会) 

3 月 6 日 七尾市和倉町周辺道路 総数 650 人 
業界 40 人 
一般 580 人 
自治体 30 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
石川 小学生による統合七尾中学校

の現場見学会 
(七尾鹿島建設業協会) 

7 月 14 日 七尾市七尾中学校（建
設現場） 

総数 210 人 
業界 20 人 
小学生・教員 172
人 
自治体他 18 人 

 「道路ふれあい月間」に伴う
道路クリーン作戦 
(七尾鹿島建設業協会) 

8 月 10 日 七尾市内及び中能登町
内の道路 

総数 124 人 
業界 29 人 
一般 34 人 
自治体 61 人 

 七尾城山クリーン大作戦 
(七尾鹿島建設業協会) 

9 月 9 日 七尾市城山展望台頂上
までの市道等 

総数 40 人 
業界 30 人 
自治体 10 人 

 献血活動 
(珠洲建設業協会) 

7 月 29 日 珠洲商工会議所 総数 78 人 
業界 48 人 
一般 30 人 

福井 社会貢献活動（川守・道守事
業） 
(福井地区建設業会) 

7月29日、
8月 1日・
6日・22
日・28 日

河川敷、海水浴場等 業界 315 人 

 道守活動（県道沿いの清掃活
動） 
(坂井郡建設業協会) 

7 月 15 日 福井県三国土木事務所
管内の県道沿い 

総数 130 人 
業界 110 人 

 道路・河川等清掃奉仕活動 
(若狭地区建設業会) 

10月11日 福井県大飯郡高浜町安
土～犬見『一般県道犬
見﨑和田線』 

業界 60 人 

滋賀 道路清掃活動 
(青年部) 

4 月 12 日 浜大津～近江大橋道路
沿い 

業界 30 人 

 滋賀けんせつみらいフェスタ
2016 
①ステージイベント 
②実演体験コーナー 
③機械試乗体験コーナー等 

10月 23～
24 日 

大津港業務用地 総数 3,000 人 

 チャリティゴルフ大会 
集まった寄附金を交通遺児団
体へ送る 

10月27日 日野ゴルフ倶楽部 業界 88 人 

 大津市夏期火災・防災訓練 
(大津支部) 

7 月 3 日 大津市山中町、比叡平
一丁目 
小学校周辺一帯 

業界 6人 

 平成 28 年度大規模水害対策 
タイムラインに基づく水防活
動訓練・情報伝達訓練 
 (大津支部) 

7 月 15 日 大津土木事務所 
大津支部 

業界 8人 

 琵琶湖畔サンシャインビーチ
清掃活動 (大津支部) 

8 月 27 日 琵琶湖畔サンシャイン
ビーチ 

業界 40 人 

 平成 28 年度大津市防災訓練 
(大津支部) 

9 月 18 日 大津市立真野小学校 業界 8人 
会員等 50 団体 

 大規模地震発生時の初動訓練
(大津支部) 

9 月 26 日 大津土木事務所 
大津支部 

業界 9人 
会員 37 社 

 シナリオレス水害訓練 
(湖南支部) 

8 月 19 日 南部健康福祉事務所 3
階 

総数 46 人 
業界 31 人 
自治体 15 人 

 湖南広域消防局との合同訓練
(湖南支部) 

9 月 8 日 たち建設㈱ 総数 45 人 
業界 31 人 
自治体 14 人 

 平和堂周辺ゴミ拾い活動（国
道・県道・市道） 
(青年部会甲賀支部) 

5 月 20 日 甲賀市水口町本綾野
（周辺道路） 

総数 17 人 
業界 17 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
滋賀 甲賀みなくち子どもの森除草

作業 (甲賀支部) 
7 月 11 日 甲賀市水口町北内貴10

みなくち子どもの森 
業界 45 人 

 雲井小学校グランド整備 
(甲賀支部) 

7 月 27 日 甲賀市信楽町牧 868 雲
井小学校 

業界 49 人 

 下回小学校グランド整備 
(甲賀支部) 

8 月 23 日 湖南市下回 2784 
下回小学校 

業界 38 人 

 平成28年度 東近江地域水防
訓練 
(東近江支部) 

5 月 22 日 愛知川左岸河川敷(東
近江市阿弥陀堂地先) 

総数 350 人 
業界 50 人  
自治体 300 人 

 平成28年度 滋賀県総合防災
訓練 (彦根支部) 

9 月 11 日 荒神山公園(彦根市)  総数 5,000 人 
業界 37 人  

 平成28年度 滋賀県総合防災
訓練 (多賀地区工業会) 

9 月 11 日 久徳広場(犬上郡多賀
町久徳) 

総数 260 人 
業界 12 人 

 「環境美化の日」清掃活動 
(長浜支部) 

5 月 30 日 長浜市田村町～高橋町
地先、びわ湖岸・県道 

業界 68 人 

 「びわ湖の日」清掃活動 
(長浜支部) 

7 月 1 日 長浜市田村町～高橋町
地先、びわ湖岸・県道 

業界 70 人 

 平成 28 年度長浜市「ごみゼ口
大作戦」 (伊香支部) 

6 月 1 日 長浜市「県道塩津浜飯
浦線」 

会員 16 社 29 人 

 平成 28 年度長浜市「琵琶湖・
余呉湖一斉清掃」 (伊香支部)

7 月 1 日 長浜市 余呉湖ビジタ
ーセンター前 

会員 14 社 27 人 

 小中学校グラウンド整備 
(伊香支部) 

8 月 11 日 長浜市立木之本小学
校、余呉小学校、鏡岡
中学校 

会員 14 社 25 人 

 びわこの日環境美化活動(放
置ゴミの回収、集積、分別) 
(高島支部) 

7 月 1 日 新旭～安曇川の浜園
地、湖周道路 

総数 135 人 
会員 41 社 55 人 
一般 50 人 
自治体 30 人 

 防災訓練(パトロール等初動
活動、情報伝達、応急復旧等
訓練）(高島支部) 

7 月 12 日 高島土木事務所管内一
円 

総数 65 人 
会員 40 社 45 人 
自治体 20 人 

 グラウンド整備事業 
(小・中学生の測量体験、重複
試乗体験の実施)  
(高島支部) 

8 月 20～
21 日 

高島市立安曇川中学
校、高島学園 
(高島小・中学校) 

総数 283 人 
会員 39 社 60 人 
一般 200 人 
自治体 30 人 

 平成28年度高島市総合防災訓
練（パトロール等初動活動、
情報伝達、応急復旧等訓練）
(高島支部) 

8 月 28 日 高島市立マキノ東小学
校周辺(高島市マキノ
町海津) 

総数 605 人 
会員 38 社 45 人 
一般 230 人 
自治体 330 人 

京都 親子でまなぶ京都の建設・土
木⑪ただいま工事中！城陽
JCT を歩こう！ 
(総務広報委員会) 

10月22日 新名神高速道路 城陽
ジャンクション工事現
場（城陽市） 

一般 140 人 

 高校生現場見学会 
京都府立宮津高等学校 
(労務経営委員会) 

10月21日 交洋ファインケミカル
㈱福知山工場新築工事
現場 

生徒 30 人 
 

 高校生現場見学会 
京都市立伏見工業高校 
(労務経営委員会) 

10 月 4 日 新名神高速道路 城陽
ジャンクション工事現
場（城陽市） 

生徒 36 人 

 クリーン作戦 in 精華町 
(相楽支部) 

8 月 27 日 精華町一円 会員 40 人 

 第 23 回 道路美化作業 
(綾部支部) 

8 月 10 日 綾部市内一円 会員 40 人 

 第 23 回 道路美化作業 
協賛：宮津高校生 
(宮津支部) 

8 月 5 日 宮津市内一円 会員 60 人 
生徒 60 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
兵庫 全県一斉奉仕作業 6月1日～

7月 24 日
県内各地 業界 1,697 人 

 全国建設青年の日事業「第 10
回建設ふれあい祭り」 
(青年部) 

7 月 23 日 建設業会館敷地 一般 300 人 

 第41回にしのみや市民祭りで
のブース出展 (西宮支部) 

10月22日 西宮市役所周辺 一般 2,000 人 

 あいな里山公園開園記念事業
への参加 

5 月 28～
29 日、6
月 4～5日

国営明石海峡公園あい
な里山公園 

一般延べ 600 人 

 地域安全まちづくり活動の推
進 

通年 県内各地 業界 586 社、
1,158 台 

奈良 わくわくけんせつ体験 
 

10月 29～
30 日 

奈良県橿原公苑内 一般 6,000 人 

 鉄筋・圧接出前講座 11月11日 奈良県立朱雀高校 一般 35 人 
 現場見学会 11月14日 新総合医療センター新

築工事現場 
一般 37 人 

鳥取 国道添いの花壇及び付近の美
化活動（花壇の除草・歩道の
清掃） 
(東部建設業協会) 

5月24日、
7月27日、
10月18日

鳥取市南隈交差点付近 （各日） 
業界 23 人 
業界 21 人 
業界 22 人 

 河川清掃 
(八頭建設業協会) 

4 月 16 日 八東川河川敷（郡家・
八東・若桜） 

総数 335 人 
業界 15 人 

 平成28年度ボランティア活動
(八頭建設業協会) 

6 月 30 日 八頭郡若桜町「中之島
公園」 

総数 42 人 
業界 36 人 
自治体 6人 

 平成28年度道の日関連道路清
掃ボランティア活動 
(八頭建設業協会) 

8 月 10 日 八頭郡八頭町郡家地内 総数 76 人 
業界 16 人 
自治体 60 人 

 天神川の自然環境保全及び魚
類の維持増殖に向けた放流活
動(渓流稚魚の放流） 
(中部建設業協会) 

2月29日、
3月21日、
4月10日、
4月15日、
7月 10 日

一級河川天神川流域の
河川数か所 

（5回合計） 
総数 140 人 
業界 31 人 
漁協 33 人 
一般 50 人 
自治体 26 人 

 道路の美化清掃活動 「道の
駅」周辺の草刈り、除草及び
ゴミ拾い (中部建設業協会)

6 月 7 日 琴浦町国道９号「道の
駅ポート赤碕」北栄町
国道９号「道の駅大栄」 

業界 42 人 

 倉吉農業高等学校生のアスフ
ァルト舗装工事体験実習 
(中部建設業協会青年部) 

6 月 23 日 倉吉農業高等学校校内 総数 16 人 
業界 7人 
生徒 9人 

 住民参画の清掃活動     
河川管理道及び市道のゴミ拾
い、草刈り等 
(中部建設業協会青年部) 

7 月 24 日 １級河川天神川水系玉
川（昭和町３号橋から
玉川橋の間） 

総数 100 人 
業界 9人 
一般 51 人 
自治体 40 人 

 地域住民の「魚とのふれあい」
活動      
(中部建設業協会他) 

8 月 11 日 天神川竹田橋下付近 総数 114 人 
業界 5人 
一般 100 人 
漁協 9人 

 倉吉農業高等学校生の測量技
術研修会 
(中部建設業協会青年部) 

10月31日 琴浦町野井倉「一向平
野営場」 

総数 18 人 
業界 6人 
生徒 12 人 

 河川清掃 
(日野建設業協会) 

8 月 2 日 日野管内の日野川流域
（支川含む） 

業界 200 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
鳥取 高校生の現場見学会 

(鳥取県立緑風高等学校） 
6 月 28 日 鳥取市青谷町「鳥取西

道路気高・青谷トンネ
ル」 

総数 65 人 
業界 1人 
生徒 58 人 
教員 6人 

島根 第17回ふるさとまるごとクリ
ーンアップ作戦  (青年部会)

    総数 240 人 
業界 180 人 

  松江地区 7 月 26 日 袖師・嫁島地下道、夕
日スポット護岸周辺 

自治体 60 人 

  安来地区 7 月 22 日 安来港周辺  
  雲南地区 8 月 10 日 県道吉田頓原線  
  仁多地区 7 月 27 日 鬼の舌震い  
  出雲地区 7 月 22 日 県道出雲空港線外１線  
  大田地区 7 月 9 日 大田市海岸  
  邑智地区 8 月 4 日 浜田作木線  
  浜田地区 7 月 14 日 浜田海浜公園  
  益田地区 8 月 3 日 益田川河川敷  
  隠岐地区 8 月 8 日 国道 485 号線  
 高校生現場見学会     総数 218 人 
 島根県立出雲農林高等学校 9月 14 日 山陰道・由志園 生徒 194 人 
 島根県立松江工業高等学校 9月 15 日 山陰道・出雲養護学校

建築工事 
教員 14 人 
協会 10 人 

 島根県立松江農林高等学校 10月12日 山陰道・由志園  
 島根県立江津工業高等学校 10月25日 松江市立病院がんセン

ター・出雲養護学校建
築工事 

 

 島根県立出雲工業高等学校 10月26日 松江市立病院がんセン
ター・県営住宅天神団
地建築工事 

 

 ハーモニータウン汐彩住宅祭
2016 協賛（地域建設業の役割
等を紹介したパネル展示） 
(安来建設業協会) 

9 月 4 日・
10～11 日

安来市汐手が丘「ハー
モニータウン汐彩」 

総数 391 人 
業界 6人 
一般 385 人 

 ハーモニータウン汐彩住宅祭
2016 協賛（建設機械の展示及
び試乗体験） 
(安来建設業協会) 

9 月 4 日 安来市汐手が丘「ハー
モニータウン汐彩」 

総数 140 人 
業界 10 人 
一般 130 人 

 ハーモニータウン汐彩住宅祭
2016 協賛（丸太切り体験イベ
ント） (安来建設業協会) 

9 月 10～
11 日 

安来市汐手が丘「ハー
モニータウン汐彩」 

総数 88 人 
業界 10 人 
一般 78 人 

 平成28年度島根県立出雲農林
高等学校 1日体験入学支援事
業  (出雲地区建設業協会青
年部会) 

8 月 23 日 島根県立出雲農林高等
学校 

総数 124 人 
業界 15 人 
一般 109 人  

 大田市立病院周辺の環境美化
活動 
(大田建設業協会) 

10 月 8 日 大田市立病院 総数 30 人 
業界 3人 
一般 17 人 
自治体 10 人 

 「海岸愛護月間」における海
岸清掃活動 
(益田建設業協会) 

7 月 20 日 益田港海岸 総数 115 人 
業界 40 人 
一般 14 人 
自治体 61 人 

 秋の高津川一斉清掃 
(益田建設業協会) 

10 月 2 日 高津川飯田河川敷周辺 総数 300 人 
業界 60 人 
一般 230 人 
自治体 10 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
島根 「隠岐の島ウルトラマラソ

ン」への協力（仮設トイレ 7
基設置及び撤去、土のう 85 袋
製作、除草） 

6 月 19 日 隠岐の島町 会員 7社 

 建設工事現場見学会（高校生
対象） 
（建設機械試乗等） 
(隠岐地区建設業協会) 

10月27日 隠岐の島町飯田（隠岐
北方魚礁製作工事現
場） 

総数 67 人 
業界 30 人 
生徒 35 
引率 2人 

岡山 倉敷みらい公園除草作業 
(倉敷支部) 

4 月 22 日 倉敷みらい公園（倉敷
市寿町） 

会員 49 社 78 人 

 熊本地震の避難所で炊き出し
支援（ポン菓子） 
(吉備支部) 

6 月 26 日 熊本県益城町広西小学
校・保健福祉センター 

会員 10 人 

 年末年始会員駐車場約 200 台
分を無料開放 
(津山支部) 

平成 27年
12月25日
～1月3日

津山支部駐車場・会員
駐車場 

会員 14 社 

 津山加茂郷フルマラソン全国
大会コース清掃奉仕作業 
(津山支部) 

平成 27年
12月25日
～1月3日

津山市加茂町大会コー
ス全長 42.195km 

会員 20 社 20 人 

 お盆休み会員駐車場約 200 台
分を無料開放 (津山支部) 

8 月 10～
15 日 

津山支部駐車場・会員
駐車場 

会員 9社 

 道路ふれあい月間道路清掃奉
仕作業 
(津山支部) 

8 月 28 日 津山市内幹線道路約
100km 

総数約 1,000 人 
会員 11 人 
一般 909 人 
自治体 80 人 

 高病原性鳥インフルエンザ初
動対応研修事業 
(津山支部) 

10 月 4 日 人咲く水と森の里 川
の学校 
公園駐車場付近（津山
市加茂町） 

総数 80 人 
業界 40 人 
自治体 40 人 

山口 防府環境美化推進活動 
(防府支部) 

平成 27年
12月16日

防府市 業界 111 人 

 環境美化活動 (大島支部) 5 月 27 日 周防大島町 業界 24 人 
 河川愛護月間行事（木屋川）、

河川愛護月間行事（田部川）、
粟野川河川公園クリーンアッ
プ作戦 (豊田支部) 

6 月 1 日、
7月15日、
7月 14 日

豊田町、菊川町、豊北
町 

業界 38 人 

 河川環境美化活動(玖珂支部) 6 月 17 日 玖珂町 業界 29 人 
 河川海岸愛護県民運動、「長

門市海岸清掃の日」海岸一斉
清掃、クリーンウォーク in 長
門 
(長門支部) 

6 月 21 日
～7月 22
日、7月 3
日、7月
23 日～8
月 7日 

長門市 業界 87 人 

 末武川河川清掃、道路環境美
化活動、清流錦川一斉清掃大
作戦、天然記念物ツルのネグ
ラの整備 (周南支部) 

7 月 3 日、
7月16日、
7月24日、
10 月 1 日

周南市、下松市 業界 145 人 

 萩市河川海岸一斉清掃 
(萩支部) 

7 月 3 日 萩市 業界 33 人 

 公共施設クリーンアップ作戦
(山口支部) 

7 月 12 日 山口市 業界 201 人 

 錦川流域河川一斉清掃 
(岩国支部) 

7 月 24 日 岩国市 業界 63 人 

 公共施設クリーンアップ作戦
河川の部、公共施設クリーン
アップ作戦 道路の部 
(美祢支部) 

7月28日、
8月 10 日

美祢市 業界 102 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
山口 環境美化活動(道路清掃)  

(柳井支部) 
8 月 4 日 柳井市 業界 32 人 

 公共施設クリーンアップ作戦
(宇部支部) 

8 月 10 日 宇部市 業界 153 人 

 「道の日」公共施設クリーン
アップ作戦 (下関支部) 

8 月 10 日 下関市 業界 49 人 

香川 河川清掃 
(建築部会) 

6 月 18 日 香東川河畔公園周辺
（高松市鶴市町） 

150 人 

 献血運動 
(高松支部) 

6 月 2～3
日 

香川県土木建設会館 53 人 

 道路清掃 
(高松支部) 

8 月 10 日 国道 193 号線（7つの
ゾーンに分けて実施） 

70 人 

 道路清掃 
(中讃支部) 

6月14日、
8月10日、
11 月 8 日

中讃土木管内の香川県
が管理する道路（10 エ
リアで実施） 

300 人 

 献血運動 
(中讃支部) 

7 月 29 日 中讃建設業協同組合会
館 

100 人 

 献血運動 
(西讃支部) 

6月24日、
3月上旬 

香川県建設業協会西讃
支部会館 

各回 80 人 

 「道の日」道路清掃 
(西讃支部) 

8 月 10 日 管内の県道 80 人 

 公園清掃 (西讃支部) 3 月下旬 戸川ダム公園内 15 人 
 諶之丞まつり支援 

(西讃支部) 
4 月 2～3
日 

第 31 回 諶之丞まつり
会場 

20 人 

 納涼祭支援 (西讃支部) 8 月 7 日 香川用水記念公園 15 人 
 献血運動 

(長尾支部) 
  東かがわ交流プラザ、

さぬき市役所、三木町
農村環境改善センター 

50 人 

 海岸清掃（東かがわ市、さぬ
き市） 
(長尾支部) 

6 月 16 日 田ノ浦キャンプ場、小
松原海岸、横内海岸、
津田の松原海岸他 

56 人 

 熱中症予防対策パトロール 
(長尾支部) 

7 月 15～
20 日 

長尾支部全会員の現場 8 人 

 道路清掃 
(長尾支部) 

8 月 10 日 主要地方道高松長尾大
内線（旧バイパス）三
木～大内（約 30 ㎞） 

57 人 

 献血運動 (小豆支部)   地域の献血会場 30 人 
 道路清掃・危険箇所点検 

(小豆支部) 
8 月 10 日 小豆支部会員各社の割

当パトロール区域 
100 人 

徳島 特別講演会『平成 28 年熊本地
震と東日本大震災から5年間』

7月 14 日 徳島県建設センター 総数 241 人 
業界 196 人 
一般 14 人 
自治体 31 人 

 徳島県建設業協会Presents体
幹・メンタル SUMMER RAINING
世界で戦うためにIN徳島科学
技術高校 

8 月 11 日 徳島科学技術高校 総数 98 人 
業界 5人 
高校生 83 人 
その他 10 人 

 木場克己氏講習会「世界で戦
うために！」 
少年サッカーチームを対象と
した体幹トレーニング講習会
後援 

8 月 12 日 山川バンブーパーク 総数 122 人 
業界 10 人 
小中学生 110 人 
自治体 2人 

 四国遍路みち清掃活動 
(協会本部、徳島支部、鳴門支
部、川島支部、脇町支部、三
好支部、阿南支部、那賀支部、
海部支部) 

9 月 16 日 徳島県内全域の遍路み
ち 

会員271社519人
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
愛媛 献血 平成 27年

12 月 1 日
～    
平成 28年
10月31日

各支部 業界 879 人  

 チャリティー募金寄附 
(青年部会) 

5 月 6 日、
6月 10 日

児童養護施設松山信望
愛の家、松山乳児院、
児童養護施設ひまわり
の家 

業界 6人 

 クリーン愛媛運動 6月～8月 愛媛県内各地 業界 825 人  
 「道の日」ボランティア交通

茶屋 
(女性部会) 

8月～9月 愛媛県内各地 総数 590 人 
業界 270 人 
自治体 320 人 

 愛ロード・愛ビーチ・愛リバ
ー（清掃活動） 

平成 27年
12 月 1 日
～ 
平成 28年
10月31日

愛媛県内各地  

 高校生インターンシップ   
（県内高校 5校 6学科） 

平成 27年
12 月 1 日
～    
平成 28年
10月31日

建設業協会会員受入事
業所・工事現場 

生徒 104 人 
業界不明  

 高校生工事現場見学会    
（県内高校 6校 6学科） 

平成 27年
12 月 1 日
～    
平成 28年
10月31日

県内各工事現場 生徒・引率 214 人
業界約 30 人 

 愛媛県土木部防災訓練・シェ
イクアウト愛媛 

平成 27年
12月17日

愛媛県内各地  

 愛媛県総合防災訓練 
(西予支部) 

8 月 28 日 宇和運動公園 業界 4人 

高知 88 クリーンウォーク 
(室戸支部) 

8 月 8 日 各業者の国道、県道、
室戸市道 

業界 18 人 

 防犯パトロール 
(高知支部) 

12月18日、
1月18日、
2月18日、
3月22日、
6月21日、
9月 20 日

市内各所 総数 79 人 
業界 72 人 
一般Ⅰ人 
自治体 6人 

 県民一斉美化活動 
(高知支部) 

2 月 7 日 高知市中心部 業界 65 人 

 浦戸湾・七河川一斉清掃 
ダンプ47台参加 (高知支部)

7 月 3 日 市内各所 業界 88 人 

 88 クリーンウォーク 
(高知支部) 

8 月 8 日 市内各所 業界 205 人 

 道路の缶拾い 
(伊野支部) 

5月～9月
4回実施 

いの町、土佐市、日高
村の県道及び国道 4路
線 

業界延べ 136 人 

 土木の日の行事 
国道、県道の清掃 
(伊野支部) 

平成 27年
11月18日

高知県中央西土木事務
所管内の国道、県道 12
路線 

総数 108 人 
業界 66 人 
自治体(県)42 人 

 “児童見守り”ボランティア
おはよう運動、児童見守り 

8 月を除
く第 3木
曜日 

近隣の小学校前等（い
の町内 7箇所、土佐市
4か所、日高 2か所） 

業界延べ 88 人 

 年末の繁華街での防犯パトロ
ール (伊野支部) 

平成 27年
12月22日

吾北、本川、伊野地区、
土佐市の繁華街 

業界 20 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
高知 88 クリーンウォーク 

(高吾北支部) 
8 月 8 日 仁淀川町、佐川町、越

知町 
業界 106 人 

 土木の日 
(高吾北支部) 

11月18日 仁淀川町、佐川町、越
知町 

総数 110 人 
業界 80 人 
自治体 30 人 

 県民一斉美化活動(高陵支部) 2 月 7 日 須崎市富士ケ浜 業界 9人 
 須崎まつり 

(高陵支部) 
8 月 5 日 須崎市富士ケ浜 総数 300 人 

業界 12 人 
 88 クリーンウォーク 

(高陵支部) 
8 月 8 日 高陵支部全域 業界 122 人 

 平成27年度県民一斉美化活動
(中村支部) 

2 月 7 日 中村合同庁舎周辺（四
万十市古津賀） 

業界 34 社 34 人 

 88 クリーンウォーク 
(中村支部) 

8 月 8 日 会員各社の事務所及び
工事周辺（四万十市、
黒潮町） 

業界 27 社 303 人

 やいとがわ納涼祭にて防犯パ
トロール (宿毛支部) 

7 月 30 日 会場周辺 業界 20 人 

 市民祭すくも祭り防犯パトロ
ール (宿毛支部) 

10 月 9 日 会場周辺 業界 15 人 

 草刈りボランティア 
(土佐清水支部) 

2 月 22～
23 日 

市内一円 業界 30 人 

福岡 献血活動 平成 27年
10月26日
～12月 31
日 

福岡県内各所 総数 537 人 
業界 36 人 
一般 172 人 

 清掃活動 
(福岡支部) 

11 月 5 日 福岡市中央区天神一帯 総数 339 人 
業界 154 人 
一般 185 人 

佐賀 市民向け防災土のう製作 
(建設業協会佐賀) 

5 月 28 日 佐賀市役所南駐車場 業界 71 人 

 「道路ふれあい月間」におけ
る道路一斉清掃 
(建設業協会佐賀) 

8 月 10 日 国立病院前交差点～多
布施川交差点、多布施
川交差点～土井交差点
他 

業界 110 人 

 献血 
(建設業協会佐賀) 

9 月 28 日 建設業協会佐賀 総数 89 人 
業界 78 人 
一般 11 人 

 ボランティア清掃活動 
(建設業協会佐賀) 

10月22日 佐賀県庁前舗道東西約
600ｍ 

業界 85 人 

 カーブミラー磨き及びメンテ
ナンス (神埼建設業協会) 

4 月 13 日 吉野ヶ里町全域 業界 12 社 35 人 

 「道路ふれあい月間」におけ
る道路一斉清掃 
(神埼建設業協会) 

8 月 10 日 国道 34 号線吉野ヶ里
町苔野～田手 

総数 40 人 
業界 18 社 18 人 
一般 10 人 
自治体 12 人 

 カーブミラー磨き及びメンテ
ナンス (神埼建設業協会) 

9 月 26 日 神埼市北部全域 業界 12 社 30 人 

長崎 「2016 住宅フェスタ」みてふ
れてリノベでつくる楽しい住
まい (長崎支部) 

10月 29～
30 日 

おくんち広場 業界 22 人 
一般多数 

 『住まい・るフェスタ平成
28in 佐世保』住まいづくりに
関する各種イベント、住宅関
連機器展示、無料相談会など
(佐世保支部、北部支部) 

10 月 1 日 佐世保市島瀬公園 総数 3,130 人 
業界 100 人 
一般 3,000 人 
自治体 30 人 

 献血 (北部支部) 6 月 10 日 県北建設会館 業界 59 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
長崎 歳末防犯キャンペーン 

(大村支部) 
平成 27年
12月17日

市民会館、これも大村
広場 

総数 200 人 
業界 10 人 
一般 140 人 
自治体 50 人 

 大村湾沿岸清掃 
(大村支部) 

2 月 28 日 大村市寿古海岸 総数 250 人 
業界 20 人 
一般 150 人 
自治体 30 人 

 大規模災害支援活動初動訓練
(大村支部) 

6 月 10 日 県央振興局管内（大村
市） 

総数 60 人 
業界 16 人 
自治体 30 人 

 暴力団排除活動 
(大村支部) 

8 月 2 日 大村駅前～国道 34 号 総数 15 人 
業界 5人 
自治体 10 人 

 市民大清掃 
(大村支部) 

8 月 7 日 大村公園 総数 300 人 
業界 17 人 
一般 200 人 
自治体 33 人 

 現地調査（搬入・埋却） 
(大村支部) 

8 月 19 日
～9月 15
日 

大村市内 7か所現地調
査 

総数 40 人 
業界 14 人 
自治体 18 人 

 大村湾沿岸清掃 
(大村支部) 

9 月 4 日 大村市松原海岸 総数 230 人 
業界 15 人 
一般 130 人 
自治体 35 人 

 『大規模災害発生時における
支援活動（社会貢献）に基づ
く通報訓練』 (対馬支部) 

9 月 27 日 対馬振興局 総数 30 人 
業界 28 人 
自治体 2人 

熊本 清掃活動 (熊本支部) 9 月 23 日 熊本港 業界 163 人 
 支援学校の舞台づくり 

(荒尾支部) 
10 月 6 日 熊本県立荒尾支援学校 業界 21 人 

 鯛の放流活動 
(玉名支部) 

7 月 24 日 長洲港沿岸 総数 330 人 
業界 30 人 
一般 300 人 

 清掃活動 (菊池支部) 8 月 10 日 菊池菅内 業界 200 人 
 清掃活動 (阿蘇支部) 8 月 10 日 阿蘇管内 業界 160 人 
 清掃活動 (宇城支部) 10月21日 不知火海岸 業界 100 人 
 稚アユの放流活動(人吉支部) 5 月 6 日 川辺川河川敷 業界 30 人 
 清掃活動 (芦北支部) 7 月 29 日 芦北管内小・中学校 業界 70 人 
 清掃活動 (天草支部) 7 月 9 日 天草管内 業界 280 人 
 防災訓練 (建築部会) 8 月 8 日 県内全域 業界 80 人 
 清掃活動 

(舗装部会) 
8 月 6 日 国道 218 号松橋インタ

ーチェンジ付近 
業界 30 人 

大分 鮎稚魚の放流 (大分支部) 5 月 9 日 大野川上流河川敷 業界 20 人 
 交通安全事業 

「無事故・無違反コンクール」
(大分支部) 

平成 27年
8月1日～
1月 31 日

 業界 910 人 

 献血活動 
(大分支部) 

8 月 24～
26 日 

管内８会場 業界 187 人 

 河川愛護月間に合わせた啓発
活動 
(国東支部) 

7 月 13 日 田深川右岸河川敷 総数 71 人 
業界 21 人 
自治体 50 人 

 「道の日」清掃活動 
(国東支部) 

8 月 4 日 大分空港周辺の国道
213 号約 5.8km 

総数 49 人 
業界 19 人 
自治体 30 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
大分 不法投棄ごみの撤去作業 

(国東支部) 
7 月 1 日 国東市国東町深江 総数 20 人 

業界 15 人 
自治体 5人 

 交通安全街頭啓発活動 
(国東支部) 

9 月 26 日 国東市国見総合支所前
（国道 213 号） 

業界 15 人 

 小規模集落応援隊活動（草刈
り等） 
(国東支部) 

6月25日、
7月 2日 

国東市国見町向田、国
東市安岐町諸田 

総数 40 人 
業界 20 人 
一般 10 人 
自治体 10 人 

 献血活動 (国東支部) 7 月 26 日 宇佐市役所ロビー 業界 60 人 
 青少年の健全育成（Ｊリーグ

観戦チケット寄付） 
(国東支部) 

3 月 4 日 国東市役所  

 豊後高田市ゴミゼロ推進大会
市内一斉ゴミゼロ総行動 
(豊後高田支部) 

5 月 30 日 豊後高田市中央公民館 
市内全域 

業界 20 人 

 小規模集落応援隊 
(豊後高田支部) 

6 月 5 日、
7月31日、
8月 7日 

豊後高田市小崎、真玉
湯原下、中央通り 

総数 13 人 

 河川愛護美化啓発活動 
(豊後高田支部) 

7 月 27 日 桂川河川敷 総数 25 人 

 河川愛護月間における 
河川清掃活動 (宇佐支部) 

7 月 15 日 駅館川河川敷 業界 75 人 

 小規模集落応援隊(宇佐支部) 7 月 23 日 宇佐市大字灘 業界 8人 
 「全国建設青年の日」活動 

献血ボランティア(宇佐支部)
7 月 26 日 宇佐市役所 総数 52 人 

業界 26 人 
 宇佐夏越祭り「神輿パレード」

(宇佐支部) 
7 月 30 日 宇佐神宮 業界 24 人 

 「道の日」道路清掃活動 
(宇佐支部) 

8 月 5 日 各所 業界 48 人 

 年末工事安全パトロール 
(中津支部) 

平成 27年
12 月 9 日

市内各所 総数 26 人 
業界 15 人 
自治体 11 人 

 中津市に寄付 
(中津支部) 

2 月 15 日 中津市役所 総数 14 人 
業界 13 人 
自治体 1人 

 清掃奉仕活動 
(中津支部) 

2月27日、
3月25日、
4月 6日 

青の洞門周辺、大貞公
園周辺、大幡小学校周
辺 

業界 41 人 

 献血活動 
(中津支部) 

6 月 25 日 「道の駅なかつ」 総数 57 人 
業界 16 人 
一般 41 人 

 暴力追放広報活動 
(中津支部) 

8 月 5 日 中津市歓楽街周辺 総数 9人 
業界 3人 
自治体 6人 

 道路の草刈り (中津支部) 7 月 29 日 本耶馬渓町西谷  
 横断幕設置 

(中津支部) 
8 月 3 日 深耶馬 一目八景 総数 50 人 

業界 15 人 
一般 30 人 
自治体 5人 

 いずみの園フェスタ出店 
(中津支部) 

10月15日 いずみの園内 業界 8人 

 チャリティゴルフ大会 
(中津支部) 

10月28日 周防灘カントリークラ
ブ 

業界 13 人 

 「道路ふれあい月間」 
(中津支部) 

8 月 10 日 中津高田線 総数 120 人 
業界 24 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
大分 「道路ふれあい月間」清掃活

動 
(日田支部) 

8 月 10 日 国道 210、212、386 号
線 

総数 113 人 
業界 73 人 
自治体 40 人 

 「千年あかり」の竹切りボラ
ンティア (日田支部) 

10 月 1 日 日田市財津町 業界 70 人 

 小規模集落応援隊 
かまどヶ岩春祭り準備 
(玖珠支部) 

4 月 2 日 玖珠町古後地区 業界 5人 

 小規模集落応援隊 
井路清掃、草刈り(玖珠支部)

5 月 8 日 九重町野上中央二自治
区 

業界 3人 

 玖珠町「環境保全の日」 
河川清掃活動 
(玖珠支部) 

7 月 3 日 玖珠川河川敷 総数 586 人 
業界 12 人 
自治体 45 団体 

 土地改良施設愛護月間 
草刈り、清掃活動 
(玖珠支部) 

7 月 20 日 九重町松木ダム周辺 総数 35 人 
業界 11 人 
自治体 6団体 

 「道の日」道路清掃 
(玖珠支部) 

8 月 4 日 玖珠町塚脇交差点～日
出生 

総数 55 人 
業界 42 人 
自治体 13 人 

 小規模集落応援隊 
草刈り (玖珠支部) 

8 月 7 日 九重町田代地区 業界 4人 

 うなぎの稚魚放流 
(玖珠支部) 

8 月 7 日 玖珠川河川敷 総数 30 人 
業界 6人 

 彦山神社「どんど焼き」のた
めのやぐら組み作業 
(竹田支部) 

1 月 14 日 竹田市炭竈 業界 8人 

 「竹楽」支援 
 (竹田支部) 

2 月 5 日、
10 月 8 日

竹田市宮砥 総数 60 人 
業界 8人 

 野焼き作業支援 
輪地切り作業支援(竹田支部)

3月13日、
9月 25 日

竹田市刈小野 総数 55 人 
業界 14 人 

 稚魚の放流の集い 
(竹田支部) 

5 月 9 日 竹田市飛田川 
稲葉川河川敷 

総数 60 人 
業界 10 人 
児童 32 人 
他 10 人 
自治体 6 人 

 岡城址下刈り、清掃作業 
(竹田支部) 

6 月 4 日 竹田市岡城址 業界 6人 

 稲葉川草刈り作業 
(竹田支部) 

7 月 7 日 竹田市竹田 稲葉川 総数 110 人 
業界 13 人 

 献血活動 (竹田支部) 10月18日 竹田建設会館 総数 30 人 
 河川環境保護・水面漁業振興

鮎稚魚放流 (臼杵支部) 
4 月 14 日 臼杵川 臼杵石仏広場  

 「河川愛護月間」 
河川清掃・草刈り(臼杵支部)

7 月 26 日 深田川（石仏周辺） 業界 45 人 

 献血活動 (臼杵支部) 7 月 29 日 臼杵市役所駐車場 総数 54 人 
 「道路ふれあい月間」 

空き缶、ゴミ等の収集 
(臼杵支部) 

8 月 3 日 臼杵市内の国道県道市
道 

業界 36 人 

 特殊詐欺撲滅キャンペーン 
特殊詐欺防止用の看板贈呈 
(臼杵支部) 

10月14日 大分銀行臼杵支店 業界 8人 

 つくみん公園草刈 
(津久見支部) 

7 月 12 日 つくみん公園 業界 11 人 

 「河川愛護月間」河川清掃 
(津久見支部) 

7 月 22 日 津久見川 「図書館前
親水公園」 

総数 46 人 
業界 16 人 
自治体 30 人 
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協会名 活動内容 実施日 実施場所 参加人数等 
大分 「道の日」道路清掃 

(津久見支部) 
8 月 3 日 津久見市内の国・県・

市道 
総数 50 人 
業界 20 人 
自治体 30 人 

 つくみん公園草刈 
(津久見支部) 

10月13日 つくみん公園 総数 10 人 
業界 10 人 

 第 18回 U－18サッカー選手権
「マリンカップさいき 2016」
(佐伯支部) 

3 月 12～
13 日 

佐伯市総合運動公園陸
上競技場他 

総数 150 人 

 河川愛護啓発活動（内水面環
境保護による稚魚放流・繁殖
事業） 
(佐伯支部) 

4月～9月 佐伯市宇目宗太郎地
区、重岡地区、小野市
地区、中岳地区、西山
地区、御泊地区、藤河
内地区 

総数 10 人 
業界 3人 

鹿児島 おやじの日「お父さんの仕事
現場見学会」 

8 月 6 日 出水市鹿児島３号上水
流地区１工区舗装工事
現場 

家族 82 人 

 親子現場見学会 8 月 25 日 薩摩川内市藺牟田瀬戸
架橋工事現場 

一般 28 人 

 現場見学会 8 月 29 日 肝属郡南大隅町国道
269 号伊座敷トンネル
工事現場 

学生 11 人 

 企業講話 9 月 28 日 鹿児島情報高等学校 高校生 300 人 
 親子見学バスツアー 

(建設業青年部会奄美支部) 
10月22日 奄美市住用川河川拡幅

工事現場他 
一般 36 人 

沖縄 高校生の建設現場見学会 6月7日～
10月21日
(9 回) 

那覇空港国際線旅客タ
ーミナル、県衛生環境
研究所建築工事現場、
旭橋駅周辺土地再開発
事業、安富祖ダム本体
工事現場、浦添西原線
都市モノレール建設工
事現場他 全 13 ヶ所 

生徒 780 人 

 建設産業合同企業説明会 6 月 9 日 沖縄コンベンションセ
ンター 

業界 29 社 
生徒約 580 人 

 おきなわ建設フェスタ 10月16日 沖縄セルラーパーク那
覇 

一般 3,500 人 

 ひまりちゃんを救う会へ寄付
金贈呈 

9 月 27 日   

 県道85号線アワセベイストリ
ー (中部支部) 

8 月 31 日 道路ふれあい月間 総数 43 人 

 第15回牧港川クリーンアップ
作戦 (浦添・西原支部) 

10月30日 牧港川上流域浦西中付
近 

総数 80 人 

 清掃活動 (北部支部) 7 月 25 日 宇茂佐海岸 総数 113 人 
 河川愛護月間 (那覇支部) 7 月 29 日 國場川(西崎南橋付近) 総数 98 人 
 河川･海岸愛護月間 

(中部支部) 
8 月 5 日 石川川 総数 55 人 

 道路ふれあい月間(宮古支部) 8 月 12 日 市道 B－61 号線 総数 100 人 
 道路クリーン作戦(南部支部) 8 月 26 日 与那原町東浜 総数 59 人 
 清掃活動 

(北部支部) 
8 月 26 日 安和コミュニティーセ

ンター 
総数 156 人 

 道路ふれあい月間(宮古支部) 8 月 26 日 国道 390 号線 総数 100 人 

※本会が実施したアンケート調査の回答をもとに取りまとめています。 
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参考  「生活を守り　まちをささえる建設業」
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将来を見据えた選択肢
退 共建

さ　　 き

手帳は定期
的に

確認しましょ
う！

東京建設
　月　日

東京建設
　月　日東京建設

　月　日

東京建設
　月　日

建退共は建設業で働く
労働者のための退職金制度です。制度説明動画 配信中！！

建 退 共
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